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　第二次世界大戦から７０年目の節目を迎えた今年。世界は平和になったと言えるでしょうか。

　2011年から始まった内戦に端を発したシリア難民については、今年2015年9月にギリシャを目

指したボートが転覆し溺死したシリア人の幼子の写真が報道されたことをきっかけに、命がけで

逃れる大量の難民の姿を浮き彫りにし、ようやく世界中を駆け巡ることとなりました。

　周辺諸国はじめ、世界の国々が難民支援へと動き出す中、増え続ける難民の数や、難民に紛れ

て入国したテロリストによる事件、難民がかかわった犯罪などが報道されるにつれて、各国の難

民受け入れ政策や状況も刻々と変化しています。

　そうした中、日本の難民受け入れ状況は、昨年度5,000人の申請に対して認定されたのは11人と

いう厳しい実態からみると、そもそも「難民」とはどのような背景から生まれ、どのような課題

を抱えているのかに関心を持ち、十分に理解している人はそう多くないのではと思われます。

　そこで、今年度は、世界の難民問題について学び、難民支援や受け入れについて関心を高める

ことをねらいとした講座を開催しました。

　ユネスコ憲章の前文にある「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和

のとりでを築かなければならない」という言葉を礎にし、知り、学び、行動する探究のプロセス

を各教育現場において国際教育の中で積み上げていただくことを期待しています。

　今年度の国際教育に関する事業の報告をまとめました。みなさまの今後の国際教育の実践の一

助となれば幸いです。
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「今こそ知りたい！世界で増え続ける難民　　　

  ～あなたは、難民についてどれだけ知っていますか？～」



名取　郁子さん

今こそ知りたい！世界で増え続ける難民
～あなたは、難民についてどれだけ知っていますか？～

地球市民を地域とともに育てようpart 14
(公財)滋賀県国際協会　平成27（2015）年度　国際教育ワークショップ
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■講師の紹介

滋賀県出身。膳所高校、京都外国語大学卒業後、民間企業を経て英サセッ
クス大学開発学研究所より開発学修士取得。国連ユニセフ　アンゴラ
事務所を経て、難民を助ける会駐在代表としてアンゴラ、南スーダン
などで活動。2013年から現職。

午前の部　世界の難民と私たち：インドシナ難民、シリア難民を例に

■導入

　私は滋賀県で中学、高校時代を過ごしました。子どもの頃から父親の仕事の関係で点々とし、社会
人になってからも途上国など３、４年ごとに場所を変わるような仕事を続けてきたので、仕事仲間と
「私たちも難民みたいなものだよね」と冗談を言うこともあります。でも難民の方々との大きな違い
は、私は命の危険を感じて逃げざるを得なかったわけでもなく、そしていつでも日本に戻れますが、
難民の方々は祖国に戻れないことです。そうしたことも交えながら、皆さんに難民について考える材
料を提供したいと思っております。よろしくお願いいたします。

■「難民を助ける会(AAR Japan)の活動について

　私たちは日本にいる難民ではなく、主に海外の難民
を支援しています。これは私が４年前に難民支援に行
ったところで、ケニアのダダーブ難民キャンプという
ところです。隣国のソマリアはずっと紛争が続いてい
ますが、2011年9月に干ばつが起き、生活できなく
なった人たちが１日に1,000人ぐらい国境を越えてな
だれ込んできました。

認定ＮＰＯ法人難民を助ける会（AAR Japan）理事　
支援事業部長
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　ダダーブ難民キャンプは何もない砂漠にポツンとできた難民キャンプで、当時、人口は45万人近く
に膨れ上がっていました。その半分以上が18歳未満の子どもで、難民キャンプでも子どもが多いので
す。そこで、学齢期の子どもたちのために教室用のテントを建てました。

　私が所属する「難民を助ける会(AAR)」は37年前、日本に逃れてきたインドシナ難民を支援するた
めに始まった団体です。その後日本国内の難民
支援は姉妹団体の「さぽうと２１」が引き継
ぎ、AARは海外の難民支援を主に行っていま
す。政治、宗教、思想に偏らない市民団体とし
て、緊急支援、障がい者支援、地雷対策、感染
症対策、啓発活動を行っています。
　2015年12月現在、日本人を含め国際職員が
77名、そのうち27人が各国事務所におり、現地
スタッフも含めて総勢300人ぐらいで活動して
います。活動予算は年間予算22億円です。

■今起こっている難民問題

　今、世界の難民数はどれくらいか、ご存知ですか。去年の夏で、約6,000万人です。日本の人口は
1億2,000万人ですから、日本の人口の約半分の難民がいるということです。難民は過去の20世紀のこ
とだと思いがちですが、現在進行中で増え続けています。
　これはニューズウィークという
雑誌に掲載されていた風刺画です
が、昔は国連も難民を支援する余
裕がありましたが、今は増えすぎ
て手に負えなくなってきていま
す。
　今、一番話題になっているのが
シリア難民支援ですが、その原因
となったシリアの紛争は東日本大
震災と同時期の2011年3月に起
こり、今も続いています。AAR
は、2012年からシリア難民支援
のためにトルコに入っています。
その当時、トルコに入っているシリア難民の数は約20万人でしたが、今は約220万人になっていま
す。2012年当時は私たちもシリアとの国境に行けましたし、もっと難民キャンプにも入れていました
が、最近は外務省の渡航規制が厳しくなり、2015年2月以降はそれまで入れていたところにも入れな
くなってしまいました。
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■難民の定義について

　難民とは、正式には国の外に逃れた人のことをいいます。国内を逃げ惑う人は国内避難民と区別し
ています。
　さらに難民には「条約難民」と呼ばれる狭義の難民と、広義の難民があります。

　エッセンスとしては、①人種、宗教、国籍もしくは特定の社会集団の構成員であること、あるいは
政治的意見などのために、迫害を受ける恐れがあるかどうか、その恐れのために、恐怖を有するかど
うか。②迫害を受けそうだという事実関係と、そのことに恐怖感を抱いている当人の心理状態。これ
が、難民認定をするときの要素になります。これが狭義の難民「条約難民」です。
　では、シリアから周りの国やヨーロッパに逃れている人はみんな条約難民なのかというと、そこが
結構難しいところです。難民認定を受けるということは、その人が難民として受けるべき支援を受け
られるということです。逆に受け入れ国からすると、逃れてきた人全てを難民認定してしまうと支援
資金がもたない、ということもあるため、条約難民かどうかを審査するというプロセスがあります。
ただし人道的配慮といって、例えば日本でも、難民認定はできないが、一定期間日本にいることを許
可する場合があります。

　それに対して広義の難民は、難民の支援を扱うUNHCR（国連難民高等弁務官事務所）が支援する対
象です。

　ケニアのダダーブ難民キャンプはUNHCRがこの定義に基づいて支援しているものです。必ずしも条
約難民ではないが、難民として支援するということです。

■シリア難民の現状と難民支援

　2015年10月の時点で、トルコに220万人のシリア難
民がいます。トルコ政府は難民キャンプを作って支援し
ていますが、トルコ政府が提供している難民キャンプに
は、220万人のうちどれくらいの人たちが入っているの
でしょうか。

条約難民：人種、宗教、国籍もしくは特定の社会集団の構成員であること又は政治的意見を理由
に迫害を受けるおそれがあるという十分に理由のある恐怖を有するために、国籍国の外にいるも
のであって、その国籍国の保護を受けることができないもの又はそのような恐怖を有するために
その国籍国の保護を受けることを望まない者。

広義の難民：内乱、内戦、外国の支配、外国による占領または重大な政治的混乱の理由で国外に
ある者。
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　実はその数は約20万人です。キャン
プに入ればその中には学校、病院があ
り、食べ物も支給されますが、受け入
れは27万人が精一杯というところで
す。トルコに逃れてきたシリア難民は
どんどん増えています。そのためキャ
ンプに入れない人のうち、資金や体力
のある人はヨーロッパ、または首都の
イスタンブールを経て陸路で住みやす
い所、仕事のある所へ行く、落ち着い
たら家族を呼ぶから、という家族もい
ます。
　あるいは、私は死んでもいいから帰
る、といってシリアに戻っていく人も
います。

＜トルコ国内の難民キャンプの状況＞

　・シリア難民の半分は１７歳以下の子どもたち。
　・５、６人の子どもがいる家庭も珍しくない。
　・男性はヨーロッパに行ってしまったり、シリア国内で戦争に参加していたり、仕事があって国外
　　に出られない人も多く、女性や子ども、高齢者の割合が多い。
　・市や行政の運営しているキャンプでは、一日３回温かい食事が配給される。
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＜難民キャンプ外で暮らす難民の状況＞

　・難民キャンプに入れない人々は、郊外の廃屋や空き家で暮らしている。
　・近所の人に野菜を分けてもらったり、貯金を切り崩しながら生活している。
　・難民は基本的に仕事をしてはいけないので、自分の尊厳を保つことが大変。
　・近所の人たちはかわいそうだからと、食料や衣料を分け与えている。
　・しかし必ずしも裕福ではなく、長期になると住民との間でもトラブルも起こる。
　・AARの職員は必要なものを聴き取り調査し、物資の配布などを行っている。
　・夜は０度、日本と同じような冬。病気になると大変。

＜キャンプ内での問題＞
　・キャンプ内も狭く密集していて、ストレスのたまる環境。
　・難民の多くは農業地帯出身で、もともと村で集まって住んでいる。どこの村から来たのか分から
　　ない人と一緒にキャンプに住むことを嫌がる人もいる。
　・国内の紛争が政府勢力、反政府勢力、シーア派、スンニ派等、様々な勢力の争いでもあり、
　　自分の属性などを安易に話せないというストレスもある。

＜キャンプ外の問題とAARの支援状況＞
　・キャンプ外は劣悪な居住環境。どこに何人避難しているのか、把握しにくく支援も届きにくい。
　・AARでは、どこに何人のシリア難民が住んでいるか探して歩き、必要な物資や支援を確認した上
　　で支援物資を届けている。
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　・家族構成や何が必要かを聞いて、食料や毛布を配布。生き延びるための支援。
　・その国の文化に合わせて届ける食料品を選んでいる。
　・衣料を提供するときはバウチャーシステムを取り入れ、バウチャー（引換券）を配布してそれと
　　引き換えにお店で自分に合う衣料品を選んでもらった。

■避難生活の長期化に対するAARの支援

　避難生活が長期化し、3～4年トルコで難民生活をされているシリア難民が増えてきました。シリア
の紛争はなかなか終わりそうになく、もし終わっても、地雷がある、仕事がない、すぐ帰れない、な
どの状況を予想して、トルコで中長期的に生活することを覚悟する人も増えてきています。そこで、
AARでは「コミュニティセンター」を開設しました。

などを行っています。トルコ語講座は仕事が見つかる
ように、またイベントは互いの文化を理解し、地域に
溶け込んでいけるように、という目的があります。
　シリア難民支援の難しさは、キャンプ外の人たちが

どう動いているのか、どこにいるのか分からないことです。先週までいたけど今週いなくなった、と
いう人や、仕事を辞めてスウェーデンやドイツに行った、という人もいます。移動が多いために支援
がしづらいという特徴があります。

■日本における難民の支援について

　トルコにおけるシリア難民の支援の様子をご紹介しましたが、ここで、日本のインドシナ難民を日
本の人たちが、AARも含めてどのように支援したのかを紹介するビデオをご覧いただきたいと思いま
す。

ビデオ「世界を救った難民の母　相馬雪香」
　144万人のインドシナ難民を日本以外の先進国は
受け入れていたが、日本は24億円の経済援助の
み。それに対して国際平和活動をしていた相馬雪
香は何とかしたいと1979年に日本初の難民支援団
体を立ち上げ、国民に1人1円の募金を訴え、集ま
った1億1千万円の募金で衣類、車椅子、眼鏡、学
用品などを援助した。

・トルコ行政からの支援情報の提供
・トルコ語講座（シリア人の母語はアラビア語）
・現地のトルコ人との交流イベント（料理教室、
　映画鑑賞会）の開催
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　難民には次の３つの選択肢があります。
　　①　自主的帰還：自分で自分の国に戻る。
　　②　避難先国での定住：シリア難民がトルコで定住をするなど。
　　③　第三国定住：例えば日本は今ミャンマーに対して第三国定住の制度がある。タイの難民キャ
　　　　　　　　　　ンプで日本政府が日本で暮らしたい人を募集、審査し、日本に連れてきて、
　　　　　　　　　　６ヶ月間研修して日本に定住してもらう、という制度があります。
　日本において難民の受け入れは、狭義の難民である条約難民については難民認定されれば日本で受
け入れるということです。
　それとは別に大きな危機があって難民が流入し、条約難民の認定制度では間に合わないときは別枠
で受け入れています。それがインドシナ難民への対応でした。全部で1万1,319人が特別枠で日本が受
け入れています。
　第三国定住ですが、仮にインドシナ難民と今のシリア難民と比べてみました。
インドシナ難民は1975年から79
年に日本にボートピープルとして
流入し、75年に政治的措置とし
て一時滞在を日本政府が認めまし
た。79年、50人の定住を許可。
81年に難民条約に加盟しまし
た。他にアメリカ、カナダ、オー
ストラリア、ヨーロッパの１１か
国、香港、中国などが受け入れま
した。
　シリア難民は、すでに日本にい
て帰れなくなった人を含め、今年
60名が難民申請をしたと言わ
れ、そのうち3人が認定を受けて
います。現時点の受け入れ表明国は、ヨーロッパ、アメリカ、カナダ、オーストラリア、南米諸国な
ど。ようやく今年ヨーロッパの子どもの写真が世界を駆け巡って大きなニュースになりましたが、私
たちは３年前から支援しています。どうしてもシリアは遠い国のことで、ボートで日本に流れ着いて
きているわけでもないので、世論の高まりという意味においてはインドシナ難民のときほどではない
のかなと思います。

■AARのソマリア難民キャンプ支援・アフガン難民支援について

　次に、ソマリア難民の状況について、どんな経緯だったのかをご紹介します。
　2011年に60年に一度という大干ばつが起きました。ソマリアの人々は牛や羊、山羊を飼って生活し
ています。水不足で家畜が死んでしまい、生活できなくなった人たちがソマリアからケニアに１日
1,000人単位で人が流れ込んで来たというのが当時の状況です。
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・水をロバで運ぶ。ラクダやヤギが家畜として飼われている。
・お金がなくなるとヤギを１頭売ってそれで塩を買うという生活。
・水がなくなって草がなくなる、ヤギが死んでいく＝生活が成り立たない。
・政府機関が地下に掘った水がめに毎日給水車が来て水を入れる。地域の人たちは、ここで水を
　くむというシステム。
 

・上の写真の女性はヤギが死んで生活が出来なくなり、５人の子ども、親戚を連れ、２頭のラク
　ダに荷物を載せて、20日間歩いて来た。
・支援物資は食料、米、トウモロコシ、砂糖。これは当分生きるための支援。

・小学校の教室のための仮テントを設置。ケニアは９月から３学期が始まるので、９月７日の始
　業式に間に合わせようと突貫工事でテントを建てた。
・家の手伝いで忙しくて勉強する機会がなく、はじめて小学校に行く12歳の男の子もいた。
　ソマリアはムスリムなので、男の子と女の子と分かれて勉強する。
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　もう一つ、今度はパキスタンです。パキスタンの女子教育の支援をしています。その様子を12月24
日の東京新聞に書かせていただきましたので、参考にしてください。
　最後にパキスタンで暮らすアフガニスタン難民の子どもたちの様子を動画で見ていただいて、あと
は質問をお受けしたいと思います。

　アフガニスタンの難民問題は1979年にソ連がアフガ
ニスタンに侵攻したことで始まって、700万人の難民が
生まれました。今は第二世代も生まれています。

（動画の子どもたちが日本語で）「ありがとう」
というわけで、ありがとうございました。

■質疑応答

＜質問＞
難民は基本的に母国がありますが、難民になった時点で無国籍になる
のですか。難民認定を受けたら国籍はどうなりますか。

＜回答＞
国籍は、元いた国の国籍です。例えば、この人は24歳のアフガニスタ
ンの青年ですが、今、京都の貿易会社で働いています。AARの姉妹団
体の「さぽうと２１」の支援を受けています。11歳のとき、アフガニス
タンから日本にやって来ました。大阪で教育を受け、大学まで進ん
で、数年前にようやく日本国籍を取得し、そのパスポートでようやく
アフガニスタンに里帰りができ、家族や親戚と会うことができました。

＜質問＞
難民キャンプ内の学校ではどんなことを教えているのですか。避難先の国に適応できるような人材
を育てる教育なのか、それとも、一時的な教育なのか。

＜回答＞
トルコのシリア難民については、シリアに戻った時、シリアの学校にそのまま編入できるように、
シリアのカリキュラムに基づいた教育を受けているはずです。シリアの教育システムに沿った形
で、アラビア語でシリア人の教師のもとで勉強しています。

＜質問＞
ソマリア難民は、紛争というより干ばつというお話でしたが、環境問題の影響を受けて国境を越え
た人たちは条約難民ではなく広義の難民ととらえているのですね。

＜回答＞
お配りした資料の語彙の説明の中の「斡旋難民」というところを見てください。ソマリア難民の場
合は、１日に1,000人のペースで来るので、難民認定ができないため、「斡旋難民」として、とり
あえず難民キャンプで保護することになります。
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＜質問＞
難民支援のグループの中で、祖国の紛争解決や平和構築に関わったり、提言をする活動があるのか
どうかを教えてください。

＜回答＞
私たち緊急支援の団体の活動は、川に溺れて流れてくる赤ちゃんを救うことに必死になっていて、
川の上流で赤ちゃんを投げ込んでいる人がいることに気がつかない、という側面があります。一方
で、例えば、南スーダンでは、難民キャンプから祖国へ帰還してきた人々が祖国で定住していける
ように、井戸建設などに取り組みました。帰還民に「平和の恩恵」を感じてもらうことも、平和維
持の取り組みの一環です。また、人材育成にも取り組みました。例えばAARでは、南スーダンで
行政の人たちを一緒に巻き込んで井戸の管理能力をつけてもらうということをしています。シリア
難民問題に対しては、日本は中立的な立ち位置にいると思います。外交努力で日本政府がシリアの
和平に貢献することを期待しますが、まだまだ足りないので、みなさんのお力も借りながら強化で
きればと思っています。

＜質問＞
ＩＳなどの武装勢力が支配している地域で支援をしている団体はありますか。

＜回答＞
赤十字や国境なき医師団など大きな組織のＮＧＯはシリア国内でも支援をしています。政府の支配
地域はある程度インフラが整っていますが、反政府勢力の地域はインフラが破壊されているので活
動が難しい現状にあります。協力してくれる人やグループがいるか、戦闘の前線が今どこにあるの
かなど見極めて支援する必要があります。本来ＮＧＯは支配地域、反政府勢力支配地域によらず、
困っている人がいればそこに支援を届けるのが基本ですが、物理的にどこまでアクセスできるの
か、できるところをやっていくしかないという状況になっていると思います。

＜質問＞
難民はなぜ仕事ができないのですか。

＜回答＞
基本的には、避難先国でそういうルールがあるということです。外国籍の人が仕事を得るにはしか
るべきプロセスを経て許可をもらわなければなりません。例えば、観光ビザでは仕事はしてはいけ
ないが、就労ビザを取れば、仕事をしていい。これと同じです。

　私たちも国際理解教育のサポートプログラムで、教材を提供しておりますので、ぜひご利用くださ
い。ありがとうございました。

難民を助ける会（AAR Japan）
学ぶ・考える・参加する―学校からはじまる国際協力　国際理解教育サポートプログラム

http://www.aarjapan.gr.jp/school/



１３

■講師の紹介

午後の部　難民について学ぶワークショップ

■導入・アイスブレイク

　みなさん、こんにちは。よろしくお願いします。午後は、みなさん方が気づいたこと、感じたこと
を共有しながら進めていく場にしたいと思っています。
　最初に、体を動かしてみましょう。私が言う問いかけに対して、その答えでグループを作っていた
だきます。

　　　　水色、黄色、白、虹色、オレンジ、ピンク　などのグループができた

　　　　ジュゴン、キリン、人間、ナマケモノ、犬、猫、シロクマ、ハト　など

　　　　宗教者・聖職者、教師、医師、ＮＧＯの職員、大衆食堂のおっちゃん・おばちゃん
　　　　作家、芸術家、自衛隊、パチンコ屋　など

（１）平和を象徴する色ごとにグループになってください。

（２）平和を象徴する動物ごとに、グループになってください。

（３）平和を象徴する職業ごとに、グループになってください。

１～10の番号でグループ分け　グループ内で自己紹介

山中　信幸さん

■講師の紹介

国際理解教育・開発教育の単元開発、教材開発に取り組むと共に、ファ
シリテーターの養成のあり方について研究している。また、YMCA・JICA
などと連携して開発教育の普及推進に携わり、教員や一般、学生を対象に
したワークショップを数多く実施している。著書『新しい開発教育の進め
方 II 難民』（古今書院）・『開発教育　持続可能な世界のために』（学文社）・
『開発教育で実践するESDカリキュラム』（学文社）他

川崎医療福祉大学　教授
JICA関西　教師海外研修OB会　代表
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■午前中の内容の復習クイズ

　では、答えの確認をしましょう。
●Ｑ１　バレンタインチョコレートと特殊相対性理論
　　　との関係は？
　　　　モロゾフとアインシュタイン、どちらも難民です。ユ
　　　ダヤ人としてナチスの迫害から逃れてアメリカに渡った
　　　のがアインシュタイン。帝政ロシアからソ連になる中で
　　　日本に来たロシア難民がモロゾフです。

●Ｑ２　世界にどれくらいの難民がいるでしょうか。
　　　　難民の数は1,950万人で、このうちの500万人がパレ
　　　スチナ難民でしたが、実際にはシリアからの難民がどん
　　　どん増えているのが現状です。世界で強制的な移動、ま
　　　たは避難を余儀なくされている人は5,950万人で、その
　　　うち約3,800万人は国内避難民ということになります。

●Ｑ３　難民を出している数の多い国を３つあげなさい。
　　　　①シリア　2015年10月の調べでは、シリア国民の２人に１人が難民になって避難を余儀な
　　　くされています。②アフガニスタン　③ソマリア。

●Ｑ４　世界のほとんどの難民は豊かな先進国へ逃れてきているでしょうか。また庇護し
　　　ている難民の数が多い国３つをあげなさい。
　　　　いいえ。
　　　　①トルコ　②パキスタン　③レバノン、この３国で86％を占めています。難民の受け入れと
　　　いうことでいうと、先進国よりも途上国で受け入れているのが現実です。

●Ｑ５　日本に庇護を求める難民申請者の出身国の多い国３つをあげなさい。
　　　　①ネパール　②トルコ　③スリランカ。ビルマ（現ミャンマー）は４位です。

●Ｑ６　日本にたどり着いた難民は、政府からすぐに援助をもらえるでしょうか？
　　　　いいえ。2014年は 5,000人の申請者に対して、受け入れ認定されたのが 11人でした。日本
　　　政府に難民として認定されるまでには半年ほどかかりますが、その間は、働くことは認められ
　　　ていません。そのため野宿の状態になったり、外国人に対する職務質問が厳しいため、やっと
　　　決まったアルバイトに行けずクビになった人もいます。

一人ひとり、配られた用紙に解答を記入
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●Ｑ７　日本の難民認定率（難民認定数の認定処理数に占める割合）は何％か。
　　　　0.2％です。実は、日本に難民申請をされる方自体が少ないのも事実です。ドイツでは10万人
　　　規模で申請があるのに対して、日本では 5,000人程度の申請しかありません。また1万人を超え
　　　るインドシナ難民を受け入れましたが、その約半分は別の国に出て行っています。

●Ｑ８　難民の定義は何だと思いますか？
　　　　迫害を受ける、または迫害を受けている、または受ける恐れがある。また、母国の保護を受
　　　けることができない、受けることを望まない。迫害が一つの大きな要件になってくるわけです
　　　が、紛争によって逃れた方も難民として認めようというのが現在の状況です。

●Ｑ９　ノン・ルフルマンの原則とは？
　　　　難民条約に入っている国は、難民をいかなる方法によっても、宗教、国籍、特定の社会的集
　　　団の構成員であること、または政治的意見の対立のためにその生命、自由が脅威にさらされる
　　　ことのある恐れのある領域の国境へ追放してはいけないということです。

■迫害とは何かを考える 
　では、迫害とは何なのでしょうか。今、小さいカードを用意しました。グループで話をしていただ
きながら、これは迫害にあたるかどうか、皆さんで考えてください。
　日本の裁判所で採用されている迫害の定義について書いたものを配ります。それを参考に、この事
例は迫害か、この事例は迫害でないか、を考えてみてください。

＜カードに書かれた事例＞
　・私は労働組合で活動している。私の町で別の
　　労働組合員が行方不明になり、その後他殺体
　　となって発見された。
　・公共の場で自分の言語を話すことが許されて
　　いない。また自分の子どもを自分の言語で呼
　　ぶこともできない。
　・私の両親は私が結婚したくないと思っている
　　人と結婚させようとしている。
　・農地をもっと購入したいが25ha以上の土地
　　を所有することは法律で禁止されている。　など

　３つのグループに、話し合った結果を発表してもらいました。

グループタイム

発　表

・

・

・

・
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　①「労働組合で活動している私のまちで別の労働組合員が行方不明になり、他殺体となって発見さ
　　れた」というもの以外は全部迫害としました。労働組合員の殺害については、この文面だけでは
　　迫害かどうか読み取れなかったから。
　②　最初は日本の裁判所による迫害の定義を基準に分けていましたが、途中に配られたUNHCRの迫
　　害の定義を見ると、日本の迫害の定義と世界の迫害の定義は違う、それが結局、日本の難民認定
　　の数に影響しているのではないかという意見が出ました。
　③　命の危機、権利を奪われることになるのか、というところで迷いました。また、例えば「自分
　　の結婚相手を両親に決められる」が迫害と感じるのは自由主義の立場、先進国の感覚で、国際理
　　解の中でそれでいいのかという素朴な疑問があって迷いました。

　このワークは、私たち自身の考え方、認識を問い直すきっかけになります。ただし、情報量が少な
すぎて、これだけで判断するのは難しいですね。例えば、「私は夫からＤＶを受けている。それを警
察に相談しても相手にされない」。これは少数民族の人たちが常にそうされる、ということであれば
迫害になる。また政府からの指示で警察が、外国人女性がＤＶを受けても保護しない状況であれば、
迫害になると思います。そういうことも含めて、話をする中で、みなさん方自身の考え方や認識を見
つめ直すというものです。

■難民になったらどうなる？疑似体験

　今から、難民になったらどんな状況に置かれるのか疑似体験していただこうと思います。
　この部屋は、滋賀県のびわ湖の前の建物ではないと思ってください。ある国の、ある村です。皆さ
んはその村の村人です。この国では、以前から政府側と反政府勢力との対立がずっとあって、内戦状
態になっています。その反政府組織のある村の村人です。

（１）グループを作り一つの家族に見立てる。
　　　2，3人一組となり、家族の名、年齢、性
　　　別、家族関係、職業を考えてワークシート
　　　に記入。
（２）家族を年長、年中、年少に分け、それぞれ
　　　部屋の四隅を使って別のところに立つ。

グループタイム
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　遠くの方から戦車の音が聞こえてきました。戦車が近づいてきました。あれよあれよという間に村
は包囲されてしまいます。とうとう攻撃が始まりました。

戦 車 の 音

　何もかも見えなくなってしまいました。みなさん目を閉じて、家族の名前を呼びながら探して、出
会えたら肩を組んで座ってください。

　戦車の音が聞こえ、とうとう砲撃も始まりました。家にも砲弾が当たり燃えてしまいました。車も
焼けてしまったため、車に乗って逃げることはできません。

電気が消える

　今でどれくらいの時間だったと思いますか。ちょ
うど１分ぐらいです。でも、２分に感じた方もおら
れると思います。このような現場で家族と離ればな
れになり、さまよっている時間は、実際より随分長
く感じられます。どれくらい長く不安な時間を難民
の方は過ごしているかということが考えられます。

暗闇の中で家族を捜す

＜ストーリー＞
　今日は休みの日で、隣村に家族そろってやってきました。実は隣村も反政府組織の拠点のある
村です。今、それぞれの用事のあるところに行っています。そこに、ある情報が入ってきまし
た。政府軍がこの村に攻めてくるということになりました。

＜ストーリー＞
　みなさんは家族と再会し、自分の村に帰ってきました。でも、やがてこちらの村にも攻撃が始
まりそうなので、今から車に乗って逃げることになりました。一人10個ずつ物を持って車に乗せ
て逃げます。

グループタイム：１人10個、持ち物を考える（3分間）

　では、どんなものを持っていかれたのか、聞いてみたいと思います。

グループタイム：家族で3個、持ち物を考える（30秒間）
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＜解説＞
・　難民キャンプで提供される水の量は１人１日20～
　30リットル。それを持って逃げるのは現実的か？
・　ナイフを持っていると戦闘地域では、それだけで
　殺されてしまう可能性がある。
・　現金はその国の政府が倒れてしまうと紙くずにな
　ってしまうかもしれない。
・　貴金属は換金できる。パスポートは難民として国
　外に出る場合に必要。
・　家族の写真があれば、離ればなれになったとき探
　してもらえる。

＜難民体験すごろく＞
①　細長い紙を山折りにして、自分の村
　人名を書きコマを作る。
②　家族で重ねてスタート地点に置く。
③　茶、赤、緑、水色、黒のカードを、
　文字面を下にして置く。
④　家族代表がサイコロを振り、家族ご
　とに出た数だけ進む。
⑤　赤のワクでは赤のカード、黒のとこ
　ろは黒のカードを引く。
⑥　Ｂ国へ逃げるかどうか選択するカー
　ドがある。逃げない場合は黄色いシー
　ルを貼る。
⑦　黄色のシールを貼った人が、Ｂ国に逃げるか逃げないかのカードを引いて、また逃げないとした
　場合は赤いシールを貼る。赤いシールを貼った人が次に赤いマスに止まると、死んでしまう。

※死を扱うアクティビティなので辛くなる場合がある。その場合はＳＯＳカードを提示し休憩してよい。

①　身分証明書、寝袋、ライト
②　身分証明書、水、食べ物
③　身分証明書、水、食べ物
④　水、食料、衣類
⑤　食料、飲み物、ナイフ
⑥　現金、水、ロープ
⑦　水、携帯、パスポート
⑧　スマホ、食べ物、水
⑨　お金、スマホ、水
⑩　筆記用具、貴金属、水の容器

【各グループの持ち出したもの】

出典：「新しい開発教育のすすめ方Ⅱ難民」開発教育研究会編著・古今書院刊　「強いられた移動」より

・
・
・
・
・
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■私たちはなぜ難民問題に対して行動を取らないのか？

　難民生活は平均10年以上です。特に難民キャンプに収容される方の多くは女性と子どもで、男性は
本国に残って生活基盤を維持しています。私たちの目には見えないところで厳しい状況に置かれてい
る人たちがいるのですが、現在はニュースなどでもよく目にするようになりました。
　みなさんは、そのニュースを聞かれたりする中で、何か行動に移されたでしょうか。恥ずかしなが
ら、私は何もしていません。
　一つ映像を見てください。韓国で流された
ものです。パレスチナの人たちが兵器を持っ
たイスラエルの人たちに対して投石で立ち向
かっている映像です。
　この女性は身を挺して、その場で攻撃を抑
えることに成功しています。では、私たちは
何をしているのでしょうか。
　これから、なぜ私たちは難民が出ている事
態に対して何も行動を取らないのかを考えて
もらいます。「なぜ平和構築に向けて行動を
取らないのか」、個人的な要因を付箋１枚につき１個ずつ、出来るだけたくさん出してください。
　そのあとグループで共有し、同じ仲間どうしを集めて模造紙に貼り、それぞれの仲間にキャプショ
ンをつけてください。

　次に、直接自分たちが問題解決に向けて行動ができない社会的な要因について書き出し、グルーピ
ングをしてキャプションをつけてください。

　では、３つのグループに発表してもらいます。模造紙を見せながら発表してください。

グループタイム：難民体験すごろく

個人で書き出し（３分）そのあとグループタイム

個人で書き出し（３分）そのあとグループタイム

てい
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【グループ発表】

・　地理的な遠さ、心理的な遠さがある。
・　時間がない、お金がない、気持ちの整理がつかな
　い。きっかけがない。どうしていいか分からない。
　勇気がない。
・　社会的要因として、日本社会は排他的。
・　国内問題が山積しており海外に目が向かない。
・　ボランティアへのサポートがない。
・　メディアの情報、学ぶ機会が少ない。

・　個人的要因では「時間がない」「無知」のくくり
　ができた。興味がない、対岸の火事、周りが気にな
　る、何をしていいか分からないなど。
・　社会的要因としては外国への意識が低い、正確な
　情報がないなど教育面。休暇が取れないなどの制度
　面。これらが良くなると無関心も改善されていくの
　ではないか。

・　基本的には皆さんと同じだが、私たちの社会に大
　きな貧困という問題を抱えており、本来貧困にある
　難民には共感が持てるはずだが、貧困がむしろ非寛
　容、排他的な社会を育てている。その姿勢が排他
　的、暴力的な考えを生んでいる。今年（2015年）
　は若者の安保法制反対デモがあり、変わっていくき
　っかけをじた。

■振り返り

　では、この後自分でやってみようと思うことを書いて、グループ内で発表してください。

個人で書き出し　そのあとグループタイム

・
・

・
・
・
・

・

・

・
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では、これで終わりの時間になりました。今日、気がついたことを一言お願いします。

　みなさんのおかげで温かい時間を過ごすことができました。ただ単に温かいだけでなく、そこから
踏みこんで、今ある現実についてより踏み込んで考えることができる時間を持たせていただきまし
た。ありがとうございました。お互いに拍手をして終わりましょう。

　こんにちは。はじめまして、JICA青年海外協力隊
短期派遣の加朱と申します。今回は短い時間です
が、こちらの現状を報告させていただきたいと思い
ます。
（JICAヨルダン事務所　現地スタッフ　
Khaled Mahmoud Jamil ALMashagbhさんの紹介）

　私は現在、ヨルダン国内にあるシリア難民が暮ら
す難民キャンプで活動しています。難民の数は約８
万人です。内訳は、男女比が ５：５ で非常に若者
が多く、50%以上が若者(youth)、うち20％近くが
５歳以下となっています。
　当初、このキャンプには約20万人の方がおられました。現在は８万人にまで減り、出たり入ったり
を繰り返しています。キャンプは、3.3平方キロぐらいの広さがあり、ここに一時は２０万人の難民が
いたということになります。
　今、難民キャンプはヨルダン国内に三つあります。難民はキャンプ内で暮らす人、ヨルダン国内の
各都市で生活している人の２種類に分けられ、人数は毎月変動しています。
　住居、食べ物、水などの緊急支援は行き渡っています。しかし今は、閉鎖的な環境なので子どもだ
けでなく大人も大きなストレスを抱えていることが課題となっていることから、教育や福祉の充実が
積極的に進められています。一緒に活動しているセーブ・ザ・チルドレン・インターナショナルとい
うＮＧＯでは、インフォーマル教育の充実や戦争体験をしている子どもたちの心のケア、スポーツ、
遊び、芸術活動などの機会を提供しています。

スカイプ中継：難民支援の現場から

（参加者より）
　実際に体験してみるのはすごく大事だなと思いました。テレビで難民のニュースを見ても「大
変だな」という軽い認識しかなかったのですが、実際に真っ暗闇の中、家族が離れ離れになり、
銃声や爆撃音が流れるとかなり怖く、本当にこれは大変だと体で感じることが出来ました。これ
からは頭で考えるだけではなく、とりあえずやってみる、海外に行く、ということを大事にして
いきたいと思います。

JICA青年海外協力隊　加朱　将也さん（滋賀県出身）
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＜質問＞
難民キャンプにいる人たちは、どんなこ
とで困っているのですか。

＜回答＞
閉鎖的な環境で、選択肢が限られる中
で、子どもだけでなく大人にも余裕がな
く、ストレスが溜まった状態で生活して
います。シリア人は話すと面白くて優し
く、日本人とも接しやすいキャラクター
ですが、戦争で友達を亡くした人や負傷
した子どもがいる現状があり、その背景
をつかむのは難しい状況です。

＜質問＞
日本人は観光客としても行けない状態になっているのでしょうか。

＜回答＞
シリアに関してはJICAも撤退になっており、今は現地スタッフのみで運営されています。日本政
府から渡航禁止になっているので旅行者も入れません。国連のスタッフが少しおられるだけです。
ヨルダンに関しては、旅行できます。隊員の家族も来ています。

＜質問＞
難民キャンプから出て行くのにかかる期間、出て行く方法は？

＜回答＞
何年で出られるかはシリアの情勢が混迷を深めている状態なので、予想が立たない状況です。現地
の人もそう感じていると思います。キャンプは国境の近くにあるのですが、すべて国連で難民一人
ひとりが登録されている形で管理しているので、自由に出入りできるわけではありません。

■質疑応答

　貴重な共有ができたと思います。ぜひ活動をがんばっていてください。また、現地の状況を教えて
ください。ありがとうございました。
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2015年度「国際教育教材体験フェア in 滋賀Part 6」

日時：2015年6月20日（土）13：00～16：45　　
会場：ピアザ淡海　　　　　参加者数：52名
主催：滋賀県国際協会　　　共催：JICA関西、国際教育研究会　Glocal net Shiga

分科会１：

　わたしん家の食事から　カードゲーム版　～食文化からみえる異文化～

■講師：川嶋　稔彦さん（国際教育研究会　Glocal net Shiga）　■参加者：31名　

１）アイスブレイキング（10分）
　例えば、「ゆどうふ」4文字…文字数を考えて、自分が何文
字だと思う数の人とグループを組む。何度か繰り返し、最終
的には6人～7人のグループに分かれ、テーブルを各チームで
用意して、自己紹介を行った。

２）「わたしん家の食事から　カードゲーム版」体験（30分）
1. 各班に穴埋めシートを配布。一人一枚ずつ手にするよう伝える。
2. 穴埋めシートに当てはまる答えを、まずは各自で考えてもらう。（個々の先入観をみる。）
3. その後、絵カード54枚を机に並べて、皆で話合いながら、この穴埋めシートに合う答えだろう
　　と思う絵カードを選んでシート上に置いていく。1枚の穴埋めシートごとに6枚の絵カードが揃
　　うよう絵の組み合わせについてグループで合意形成していく。
4. 答え合わせ：講師よりパワーポイントを使って正解の解説をする。

３）正解を確認してみて（30分）
＜驚いたこと・発見したことは？＞
　◆　エジプトでは、食事の時に、牛乳、コーヒーを一緒に飲むこと。
　◆　ドイツでは、冷たいものを朝夕に食べると聞いて、野菜はないの？という意見が出た。チーズ
　　は含まれていた。
　◆　ブラジルで、主食に黒豆が含まれているとは思わなかった。
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　◆　ニュージーランドでは、モーニングティー・アフ
　　タヌーンティーの時間があった。旧イギリス領の
　　国ではイギリスの文化が残っているようだ。

４）振り返り（30分）
○難しかったところ
　◆　絵の内容が分かりにくかった。　
　◆　生卵を食べないから、賞味期限が長くても良いの
　　だな。
　◆　エジプトなどについては知らないことが多い。でも、ヨーロッパ等は分かる。
　◆　各シートに紹介されていた人たちの文化（飲み物、苦手な食べ物など）。
　◆　宗教上の理由。
　◆　挨拶の文字に関しては、どちらが上か下かもわからない。
　◆　イタリアのことは知っていても、ドイツのことはあまり知らない。
○初めて知ったこと
　◆　エジプトでは、炒った米と、生米を混ぜて炊くこと。
　◆　参加されていたインドネシア出身の方に、エジプトの挨拶を発音してもらった。イスラム教徒
　　が多い国では、書いた文字は違っていても、アラビア語の読み方は一緒だったこと。

１）教師海外研修概要説明（JICA滋賀デスクより）（５分）
　JICAの開発教育支援事業および教師海外研修の目的について説明があった。
　教師海外研修の旅程説明（昨年度の訪問先紹介―ブラジル　サンパウロ、ベレン）

２）自己紹介
　講師の自己紹介の後、グループごとに参加
者同士の自己紹介を行った。

３）授業実践の目的について説明（10分）
　講師が、こうした授業を実践しようとした
背景には、日々接する言葉の壁にぶつかって
いる外国人児童の存在があった。
　せっかくブラジルの生徒がいるのにブラジ
ルについて学ぶ機会がないので、外国との違
　

分科会2：

ブラジルでの経験を子どもたちに～JICA教師海外研修実践授業報告～

■講師：山根　孝仁　さん（愛荘町立愛知川小学校教諭）　■参加者：20名
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いを考える時間にしたいと思い、この授業を実践することになった。
　ブラジルってどんな国か？　滋賀県国際協会からブラジルについての教材を借りて実践した。

☆写真を使ったブラジルのクイズ6問
　日本とブラジルの比較（面積、人口、人口密度）
　日系移民について学習　←　教えるのが難しい点
　　→ビデオを使って教える（TVの特集など）

≪教材紹介≫　JICA海外移住資料館　貸出資料（移民カルタなど）
　　　　　　　テレビ東京「世界ナゼそこに？日本人」
　　　　　　　NHKドラマ「ハルとナツ」
　　　　　　　小説「ワイルドソウル」

　☆移民カルタ体験（５分）
　　参加者の感想：
　「裏に説明書きがあってわかりやすい」
　「食べ物などわかりやすくてすぐみつかるね」
　○日系移民に関して伝え方が難しい
　→　逆の立場の話につなげるようにする。
　（海外から来た外国人の気持ちは？）

・文字が読めないって？（非識字体験：ネパール語で書かれた　薬、水、毒の例）
・仲間分けゲーム（32人，15人，16人，1人）
　　　　→　課題：少数派の１人に当たった子が、かなり落ち込んでしまった。
　　　　　　成果：困っている人を助けたいという意見が子どもたちから出た。
・自分にできること
　「ダイヤモンドランキング」
　　…複数の項目から、優先度の高い順番に並び替えを行うアクティビティ

　こうした授業を通して、児童の行動が変わっていってほしいという思いをもって実践した。
　　⇒　思いは持ってくれたが、実際に行動に変わったという変化まではみられなかった…

４）授業実践の概要を皆さんと一緒に交流　（20分）
　日本国籍と外国籍の児童
　　⇒　グループができてしまう、外国籍の子どもが浮いてしまう。なぜだろう？
　  ペルーから来た日本語を全く話せない6年生の子どもの例
　　　　　－クラスに6名外国人児童在籍（湖南市小学校女性の先生）

・
・

・
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　・　違いを受け入れづらい。
　　　（低学年なら普通に遊んだりするが、高学年は戸惑って何もできない。）
　・　自分がしなくても、だれかがやってくれると考えてしまう。
　・　日本人生徒が外国人生徒のことを、日本語を話せないことで自分より下にみている。
　・　教師自身もその子達の背景を知らない（先入観）。
　・　受け入れ体制が整っていない現状。

山根先生が外国人児童を担当した時に戸惑った例
　・　火曜日祝日
　・　親の通訳として休む児童がいた。

学校で外国人児童生徒支援員を経験された方より
　・　昔よりも最近はいろんな課題があることが分かってきた。
　　　（言葉が通じない、文化が違う、家庭事情があるなど）
　　　⇒ただ、どう対処したらいいかは分からない。ケースバイケースで考えて、臨機応変に対応
　　　するしかない。
　・　逆に、支援が入らない方が、子ども同士だけでうまくいくこともある。
　・　支援が必要な場合は、先生がきっかけづくりをすることが大切。
　・　行事や勉強の中でその子どもにつながる国の文化を取り入れることで、その国の子どものモ
　　　チベーションをあげることができる。

５）みんなでどうすればいいか考えていこう（30分）
　こうした子どもたちに対して、どのような取り組みができるかについてグループごとで模造紙に
まとめる
　対象：小学校の外国籍の児童
　・子ども側ができること（黄色の付せん）○
　・学校側ができること（緑色の付せん）●

発表（１０分）
〔Aグループ〕
　○簡単なあいさつ　
　○班別活動
　○機会を増やす
　●共感する、理解する
　●日本語教室をひらく（居場所づくり）
　●親に協力を仰ぐ（基本的なしつけや母語の教育）

・

・
・
・
・

・
・

・

・
・
・

・
・

〔Bグループ〕
　●歓迎のムードづくり（言葉がけ）
　●食文化の話や体験
　○あそびを教える
　○掲示板を作る
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〔Cグループ〕
●低学年のうちに外国を知る機会をつくる。（絵本などをとおして）
●大人が、その国に興味を持ってかかわる姿を見せる（子どもたちも興味もつ）。
●掲示物で文化など紹介する。
●対立してしまった場合、お互いになぜそうなったか聞き出して、それぞれの思いを伝え合う。
　⇒　ちょっとした勘違いや偏見によって対立してしまう場合が多い。
○相手を批判するのではなく、自分の思いを伝える。
　（その行動はこう感じたのでやめてほしい　など。）

〔Dグループ〕
○おせっかいになる。（低学年のうちから）
○声かけする。
○共通点を見つける。（アニメやスポーツなど好きなことから目を向ける。）
●子どもが活躍できる場づくり。
●相手の立場に立って考える機会づくり。
●教員自身がその子のバックグラウンドを知る。

６）最後に（１０分）
山根先生は、ブラジルにJICAの日系社会ボランティアとして6月から2年間参加することとなってい
る。

ブラジルの子どもたちにできること
・ブラジルの日本語教育の特徴と課題
　　日系子弟の日本語離れ　⇒　日本人としてのアイデンティティが薄れてきている。
　継承語教育
　　どちらの価値観も理解できる　⇒　すばらしい人！
　　母語教育も大事！一方で、学習言語としてどちらかをしっかり勉強しておく必要性がある。
　　　⇒　そこを大切にしないと、ダブルリミテッド（どっちつかず）な子どもになってしまう。

　＜ブラジルでの2年間で大事にしたいこと＞
　①　学校教育における日本語教育
　②　日系人としての母語教育
　③　インクルーシブ教育　⇒　その子がいるから多くのことが分かる

・
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１）グループ分け　アイスブレイキング
　色のついたフィリピン地図のパーツを一人にひとつ
ずつ手渡し、その色に従ってグループ分けをした。

　　　グループ分け：渡された地図のパーツを使って
　　　　　　　　　　フィリピンの地図を作る。

●アイスブレイキング（5分）
　フィリピノ語で自己紹介してみよう！
　「Ako si　　　　　　　　　　　　・」
　　アコ　シ　（　名　前　）　　　

　「私の名前は、　　　　　　　　　　です。」

２）フィリピンクイズ（25分）
　（日本人に知ってほしい事についてフィリピン人と話して作った問題となっている。）
　＜クイズ一例＞
　　・フィリピンの島の数は？（答：約7000島)
　　・フィリピンの国語はなに？（答：フィリピノ語）　
　　・日本に住んでいるフィリピン人の数は？（答：約20万人　中国、韓国についで3位）

３）ものランゲージ「ハロハロ」(20分)
　フィリピンに関連するグッズを一人ひとり
手に取って、選んでもらう。

　グループの席に戻り、各メンバーが持って
いるグッズで関連していそうな物をキーワー
ドに沿ってグループ分けしてもらう。

　司会者が正しい内容を説明しながら解説。

分科会3：

フィリピン紹介グッズ『ハロハロ』とともにフィリピンを体験しよう！

■講師：岡　佑里子さん（国際教育研究会　Glocal net Shiga）　■参加者：30名
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＜キーワード＞
バナナ（お菓子、バナナケチャップなど）
椰子（繊維を使ったバッグ、箒、床掃除道具）など

４）ラプラプとマゼランの話（15分） 

　立場が異なると物事の見解が異なる例として、一つの
歴史的な事柄を、フィリピンでは国を守って英雄となっ
たラプラプを称える話として、もう一つは、世界を一周
して英雄となったマゼランが現地の人々に命を奪われた
と伝わっている話として聞き比べた。

＜参加者の感想＞
　◆　同じようなことは今の日本でも身近に起きている。
　◆　文化を押し付けあうことがないように、気をつける
　必要があると思った。

１）顧問　大槻先生の自己紹介（５分）
　高校の化学教員。青年海外協力隊として活動したネパールでの経験をいかしたいと思い、開発教
育に携わっている。

２）堀川ユネスコクラブWITH　部員自己紹介（５分）
　正規部員は7名だが、その他にもイベントに参加してくれる生徒は34名以上。

３）活動開始背景の説明（５分）
　あるワークショップを実践した際、先進国では稀少金属はとても重要なものなので、原産国では
稀少金属をめぐって戦争が起こり、被害者は子どもが多いということを生徒たちは知った。
　　＜生徒の感想＞
　　「私たちは戦争とつながっている・・・」「他にもこんなことってあるの？」
　　「どうして先生は詳しいの？」「もっと知りたい！」⇒ よし、クラブとして活動してみよう！

分科会4：

堀川ユネスコクラブのキセキ　― 国際教育を実践するクラブの歩み ―

■講師：大槻　一彦さん（京都私立堀川高校教諭）、堀川ユネスコクラブWITH　■参加者：22名
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４）活動内容（５分）
・クラブ活動：お出かけ（セミナー、講演会等）、交流活動（国際協力関係者、留学生、他校の生
　　　　　　　徒等）
・ゼミ活動：探究活動（世界を知る、教材体験）
　　　　　　教材開発（自主教材作り）

５）活動紹介（20分）
　➢　15名グループで課題に向けて研究する。教材作り等。
　➢　開発教育の全国大会にて、成果発表やディスカッショ
　　　ン。教材発表。フィールドワーク（農家、里山など）
　➢　留学生との交流：日本の学生との違いを学ぶ。
　　　（オーストラリアの多文化主義など）
　➢　セミナー：精華グローバルネットのセミナーで多文化共生、平和について学ぶ。
　　　　　　　　発表することにより、自分の意見が具体的になった。
　➢　大学との交流：アイセック京都大学と交流。ラオスから帰国したメンバーとラオスの教育に
　　　ついて意見を出し合う。京都造形大学での出前講座。教育、保育が専門の学生とリアル人生
　　　ゲームをする。
　➢　その他の高校、大学でも多くの出前講座を開催。

６）活動を通して生徒や教員が変わったこと（５分）
　　・世界への興味、関心（身近、当事者意識）の高まり
　　・多様な文化の許容（様々な人の意見や考え方を認め、取り込む力ができた。）
　　・コミュニケーション力、プレゼンテーション力アップ
　　・行動力→進路啓発（クラブから世界へ飛び出した生徒も多数出てきた。）

７）高校生考案「リアル人生ゲーム」体験
　➢　ゲーム紹介：クラブOBが考えた「命を取り扱う」ゲーム
　　　　　　　　　日本、中国、カンボジア、シエラレオネの
　　　　　　　　　人々が、様々な人生の岐路をくぐり抜けな
　　　　　　　　　がら、「寿命」をむかえるというゲーム。
　➢　グループ分け、カード・サイコロ配布
　➢　ルール説明
　➢　ゲーム開始
　　　　　◇　各グループに生徒が一人ずつ入り、ルールを確
　　　　　　　認しながら進めた。
　　［ゲーム中の感想］
　　　「日本が強すぎる」「悪いことばかり起こる」「みんな
　　　死んじゃった」「日本が一番危ない」「すぐ死んで、か
　　　わいそう」
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　➢　寿命（ゲーム結果）を発表
　　　◇　各グループの国ごとの寿命を発表した。

感想、改善に向けた提案：
　　　短い寿命という課題を解決するために、何をしたらいいか各グループで相談した。
　　　　　グループ①：同じ国内でも状況により、寿命の＋－（加算減算）が違う。
　　　　　　　　　　　社会的な構造の理解を深め、模索していく。
　　　　　グループ②：各国の現状を知るのが大切。
　　　　　　　　　　　カンボジア、シェラレオネは政治から正す必要あり。
　　　　　グループ③：水を確保、管理する技術を持つ。資源や紛争に頼らない国を目指す。
　　　　　　　　　　　カンボジアでは地雷撤去が必要だが、国際社会はあまり協力的ではないの
　　　　　　　　　　　が現実・・・。
　　　　　グループ④：シェラレオネは衛生管理などが必要。カンボジアでは戦争が多かったため
　　　　　　　　　　　長生きできない？
　　　　　グループ⑤：シェラレオネはとりあえずインフラを整える。学校の有無も関係する。
　　　　　　　　　　　紛争にあたると寿命が縮まる。

　・まとめ：・カンボジア・シェラレオネ　⇒　内戦の後遺症から貧困から抜け出せない。
　　　　　　・途上国の中でも後発開発途上国と新興国の差がはげしい。
　　　　　　・日本の寿命は長いが、本当に幸せなのか？？
　　　　　　・中国の寿命は延びてきているが、一人っ子政策で今後どうなるか？
　　　　　　・ブラジルは男女の寿命差　←　暴力犯罪により亡くなる男性多数

８）活動を続ける力は？
　　・強い信念、小さな成果：開発教育により、変化しているわずかな変化も大切にする。
　　・情報の収集、人脈の利用：自身が積極的に外に出る。
　　・愉しむ！：今日の講演を聞いて、またどこかで開発教育は楽しそう、携わってみたい！と考
　　　　　　　　え始める方がいるとうれしい。

【今回の教材フェアの参加者からの感想】
　◆　ただ話を聞くだけでなく実際に実物を目にしたり触れたりすることが大切だと感じました。
　◆　グループで意見を交流しあうことで学びを深めることができました。楽しかったです。
　◆　ラプラプとマゼラン。思い込みや先入観で見るのではなく、ちがう見方もある。ということ
　　に気付くとてもいい教材でした。
　◆　堀川高校の取り組みは、学校でも主体的に生徒が動いて活動できることも知れて良かったで
　　す。

・
・
・
・
・

・

・
・
・



資 料 集

◇　滋賀県における国籍別外国人人口　

◇　国際教育研究会　Glocal net Shiga活動報告　　　　

◇　国際教育・開発教育貸出教材の紹介

◇　講師派遣事業について
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Glocal net Shiga
ぐ ろ ー か る  ね っ と      し     が

国際教育研究会「 」について

　私たち、「国際教育研究会 Glocal net Shiga (ぐろーかる　ねっと　しが)」は平成15年

（2003年）4月に立ち上がったグループです。名前にある　“Glocal”とは　Global +  Local
を結びつけた造語です。“Think Globally, Act Locally”（地球規模で考え、地域から行

動する）　という開発教育／地球市民教育／グローバル教育の地域社会に対する考え方を現すこと

ばがあり、地球と地域を結ぶことばとして生まれました。

　このような考え方をうけ、地元滋賀（Shiga）で地域に根ざした人たちをつなぎ（Network）、

みんなで一緒に地球市民を育む活動に取り組んでいきたいという思いが込められています。

会のねらいについて

○　地球上には、自国文化を含め、さまざまな生活・文化等があることを知り、多様性を

　　受け入れること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 多様性の尊重

○　地域には、さまざまな文化背景や価値観等をもつ人びとがともに暮らしていることを

　　認識し、多文化共生の意識を育むこと　　　　　　　　　　 多文化共生社会づくり

○　世界と自分はつながっていること、自分たちの生活と地球のどこかで起こっている問

　　題が密接につながっていることを理解すること　　　　　　　 相互依存関係の理解

○　地球的課題を解決するために行動すること　　　　　　　 公正・平和な社会づくり

　こうしたことをねらいとして、さまざまな実践方法（おもに参加型学習法）を学びながら、国
際教育を促進することを目的としています。教育関係者・国際協力NGO関係者・外国人住民・地
域国際協会関係者、学生、青年海外協力隊OVなど、さまざまな立場や経歴の持ち主が参加してい
ます。これまでに滋賀県の特色を生かした題材をとらえ、「ブラジルボックス」・「わたしん家
の食事から」「非識字体験ゲーム『ここは、何色?』『はじめてのお見舞い』」、「『言葉がわか
らない』体験ゲーム　何が起こった？（震災編）」の教材を開発してきました。また、より多く
の方に国際教育を体験していただくよう年数回、国際教育ワークショップを開催しております。
今後も幅広い知識や情報の交換を行い、より深みのある内容を取り上げていきたいと考えていま
す。

入会について

　毎月1回日曜日に例会を開催しています。さまざまな経歴のメンバーが集まるクラブ活動のよう
な会です。渡航経験や語学については、まったく心配していただく必要はありませんので、この
研究会にご関心のある方は、お気軽に下記までお問い合わせください。国際教育・開発教育につ
いての企画相談、講師派遣も随時承ります。

＜お問合せ先＞

公益財団法人滋賀県国際協会 担当　大森

〒520-0801　滋賀県大津市におの浜1-1-20 ピアザ淡海２階

電話：077－526－0931　 ﾌｧｯｸｽ：077－510－0601

E-mail：omori @ s-i-a.or.jp

など
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４／１９

５／１７

６／２０

７／１８

８／２１

８／３０

９／２７

１０／１２

１１／２７

１２／２５

１２／２７

１／３１

２／２１

３／１３

開催日

国際教育教材体験フェア　分科会運営、参加

滋賀県総合教育センター　初任者10年経験者選択研修「国際理解教育」　実施

近畿高等学校国際教育研究協議会　高校生国際交流セミナーにて「貿易ゲーム」を実践

国際教育教材体験フェア　分科会について
講師依頼対応について、開発教育全国研究集会　自主ラウンドテーブル出展について話し合い

滋賀県総合教育センター　１０年経験者選択研修について話し合い
開発教育全国研究集会　自主ラウンドテーブルについて　
新教材「わたしん家の食事から　カードゲーム版」を使った出前授業について
今年度の国際教育ワークショップ（１日研修）のテーマについて

開発教育全国研究集会　報告　
滋賀県総合教育センター　初任者10年経験者選択研修「国際理解教育」報告
近畿高等学校国際教育研究協議会　高校生国際交流セミナー講師対応について、わたしん家の食事から
出前授業の対応について話し合い

国際教育教材体験フェア　分科会デモンストレーション「フィリピンボックス」「JICA教師海外研修実践授業」
開発教育全国研究集会　自主ラウンドテーブル出展について話し合い

ドキュメンタリー「American Ambassadors to Japan」の一部視聴
近畿高等学校国際教育研究協議会　高校生セミナーについて
2015年度国際教育ワークショップ　テーマ・講師について話し合い

2015年度国際教育ワークショップ　テーマ・講師について話し合い
近畿高等学校国際教育研究協議会　高校生国際交流セミナー　進め方について

近畿高等学校国際教育研究協議会　高校生国際交流セミナー　進め方について
「難民すごろく（シリア編）試作版」体験、今後の講師依頼対応について

【開発教育全国研究集会　自主ラウンドテーブル出展の様子】「わたしん家の食事からカードゲーム版」紹介

【月例会の様子】

内 　 　 　 　 　 　 　 容

2015年度国際教育ワークショップ　「今こそ知りたい！世界で増え続ける難民　～あなたは、難民につ
いてどれだけ知っていますか？～」参加

開発教育連続セミナー（大阪）「今世界で起こっていること～パレスチナ、イスラエル問題から～」参加報告
ネパールの現状報告、次年度　国際教育教材体験フェア　分科会について、次年度　滋賀県総合教育セ
ンター　10年経験者選択研修について話し合い

次年度　国際教育教材体験フェア　分科会について、次年度　滋賀県総合教育センター　10年経験者選
択研修について、難民すごろく（シリア版）改良作業

次年度　国際教育教材体験フェア　分科会について
オリジナル教材を使った講師派遣事業について

研究会　平成27年（2015年）度の主な活動について
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　当協会では、国際理解教育および開発教育に関する資料・教材（ビデオ等も含む）を６１６点（Ｈ
２７年度末現在）所蔵しており、自由に閲覧・視聴することができますので、
お気軽にご利用ください。
　なお、当協会ホームページからも教材目録、貸出申請書様式が入手できます。

＜利用について＞
　〇　閲覧・視聴

　〇　利用時間

　〇　貸　　出

　
　〇　返　　却

どなたでもご自由にご利用いただけます。
ただし、事務所にて保管しておりますので、閲覧を希望される場合は、職員
にその旨お伝えください。

日曜日から金曜日まで（祝日を除く）　午前９時から午後５時まで

原則として、会員および団体（学校を含む）に限ります。　
所定の貸出申込書にご記入の上、当協会窓口にご提出ください。
貸出期間：２週間以内（申請により期間延長可能）
貸出冊数：１回５点以内
　
当協会窓口まで直接ご返却ください。やむを得ないと認められる場合は、借
受側の料金負担のもとに郵送・託送を認めます。
なお、破損、紛失の場合は実費をご負担いただきます。

＜お問合せ先＞　公益財団法人　滋賀県国際協会
〒520-0801　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海２階
電話　０７７－５２６－０９３１　　ﾌｧｯｸｽ　０７７－５１０－０６０１
HP　http：//www.s-i-a.or.jp　　E-mail　siamail@mx.bw.dream.jp

（公財）滋賀県国際協会

http://www.s-i-a.or.jp/kokusai/kyouzai/index.htm

貸出教材の一部



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

0-
0概

論
1

0-
0概

論
2

0-
0概

論
3

0-
0概

論
4

0-
0概

論
5

0-
0概

論
6

0-
0概

論
7

0-
0概

論
8

0-
0概

論
9

0-
0概

論
10

0-
0概

論
11

0-
0概

論
12

0-
0概

論
13

0-
0概

論
14

0-
0概

論
15

0-
0概

論
16

0-
0概

論
17

0-
0概

論
18

0-
0概

論
19

0-
0概

論
20

0-
0概

論
21

0-
0概

論
22

0-
0概

論
23

0-
0概

論
24

0-
0概

論
25

0-
0概

論
26

0-
0概

論
27

0-
0概

論
28

0-
0概

論
29

0-
0概

論
30

0-
0概

論
31

0-
0概

論
32

0-
0概

論
33

0-
0概

論
34

0-
0概

論
35

0-
0概

論
36

N
G
O
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
国
内
事
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

参
加
型
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
入
門

テ
キ
ス
ト
国
際
理
解

国
際
理
解
教
育
　
地
球
市
民
を
育
て
る
授
業
と
構
想

国
際
理
解
　
重
要
用
語
30
0の

基
礎
知
識

南
北
問
題
と
開
発
教
育
　
地
球
市
民
と
し
て
生
き
る
た
め
に

開
発
教
育
20
06
 V
ol
.5
3　

特
集
　
開
発
教
育
と
教
材

地
球
市
民
教
育
の
す
す
め
か
た

は
て
な
？
　
な
ぜ
か
し
ら
？
　
国
際
問
題
　
全
3巻

開
発
教
育
20
06
 N
o.
47

開
発
教
育
20
06
 N
o.
49
　
特
集
　
開
発
教
育
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

開
発
教
育
20
06
 N
o.
50
　
特
集
　
平
和
を
築
く
学
び

開
発
教
育
20
06
 N
o.
51
　
特
集
　
地
域
か
ら
描
く
こ
れ
か
ら
の
開
発
教
育

開
発
教
育
20
06
 N
o.
52
　
特
集
　
い
の
ち
を
育
む
学
び

開
発
教
育
実
践
の
手
引
き
　
開
発
教
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2

「
開
発
教
育
」
っ
て
な
あ
に
？
　
開
発
教
育
Q
＆
A
集
　
改
訂
版

開
発
教
育
キ
ー
ワ
ー
ド
51
　
開
発
教
育
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
N
o.
5

新
し
い
開
発
教
育
の
す
す
め
方

新
し
い
開
発
教
育
の
す
す
め
方
Ⅱ

W
or
ld
 s
tu
di
es
　
学
び
か
た
・
教
え
か
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

地
球
市
民
を
育
む
学
習
 -
G
lo
ba
l t
ea
ch
er
, G

lo
ba
l l
ea
rn
er

D
E
A
R
　
N
ew

s 
10
0号

～

開
発
教
育
　
特
集
参
加
型
開
発
と
参
加
型
学
習

い
っ
し
ょ
に
E
S
D
！
環
境
・
人
権
・
参
加
の
新
世
紀
教
育

「
地
球
時
代
」
の
教
育
と
は

地
域
か
ら
描
く
こ
れ
か
ら
の
開
発
教
育

開
発
教
育
20
08
　
特
集
　
開
発
教
育
と
市
民
性

開
発
教
育
20
09
　
特
集
　
開
発
教
育
の
教
師
・
指
導
者
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

開
発
教
育
20
10
　
特
集
　
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
経
済
と
開
発
教
育

開
発
教
育
20
11
　
特
集
　
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
教
育
と
開
発
教
育

パ
ウ
ロ
・
フ
レ
イ
レ
「
被
抑
圧
者
の
教
育
学
」
を
読
む

世
界
で
生
き
る
力
―
自
分
を
本
当
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
4つ

の
ス
テ
ッ
プ

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
教
育
―
変
容
す
る
世
界
と
市
民
性

開
発
教
育
20
12
　
vo
l.5
9　

特
集
　
開
発
教
育
　
こ
の
10
年
　
そ
し
て
未
来
へ
向
け
て

開
発
教
育
20
13
　
vo
l.6
0　

特
集
　
学
び
と
し
て
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

開
発
教
育
20
14
　
vo
l.6
1　

特
集
　
政
治
を
語
る
市
民
社
会

国
際
理
解
教
育
・
開
発
教
育
教
材
目
録

分
類
番
号

教
　
　
　
　
　
　
材
　
　
　
　
　
　
名

発
行

・
出

版
社

種
　

類
対

　
象

開
発
教
育
協
会

明
石
書
店

国
土
社

国
土
社

明
治
図
書

亜
紀
書
房

明
石
書
店

明
石
書
店

教
育
画
劇

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

国
際
協
力
推
進
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
議
会

古
今
書
院

古
今
書
院

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

明
石
書
店

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

岩
波
書
店

新
評
論

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

太
郎
次
郎
社
エ
デ
ィ
タ
ス

英
治
出
版

頸
草
書
房

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

３７



３８

国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録

37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73

0-
0概

論
37

0-
0概

論
38

0-
0概

論
39

0-
0概

論
40

0-
0概

論
41

0-
0概

論
42

0-
0概

論
43

0-
0概

論
44

1-
0実

践
事
例
1

1-
0実

践
事
例
2

1-
0実

践
事
例
3

1-
0実

践
事
例
4

1-
0実

践
事
例
5

1-
0実

践
事
例
6

1-
0実

践
事
例
7

1-
0実

践
事
例
8

1-
0実

践
事
例
9

1-
0実

践
事
例
10

1-
0実

践
事
例
11

1-
0実

践
事
例
12

1-
0実

践
事
例
13

1-
0実

践
事
例
14

1-
0実

践
事
例
15

1-
0実

践
事
例
16

1-
0実

践
事
例
17

1-
0実

践
事
例
18

1-
0実

践
事
例
19

1-
0実

践
事
例
20

1-
0実

践
事
例
21

1-
0実

践
事
例
22

1-
0実

践
事
例
23

1-
0実

践
事
例
24

1-
0実

践
事
例
25

1-
0実

践
事
例
26

1-
0実

践
事
例
27

1-
0実

践
事
例
28

1-
0実

践
事
例
29

地
域
の
問
題
解
決
を
促
進
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

こ
の
社
会
で
戦
う
君
に
「
知
の
世
界
地
図
」
を
あ
げ
よ
う

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
国
際
理
解
教
育
―
実
践
と
理
論
を
つ
な
ぐ

10
0歳

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
き
み
へ
（
人
類
）

10
0歳

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
き
み
へ
（
育
つ
）

10
0歳

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
き
み
へ
（
生
き
る
）

10
0歳

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
き
み
へ
（
平
和
）

10
0歳

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
き
み
へ
（
学
ぶ
）

わ
く
わ
く
開
発
教
育
　
開
発
教
育
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
N
o.
2

い
き
い
き
開
発
教
育
　
総
合
学
習
に
向
け
て
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
材

つ
な
が
れ
開
発
教
育
　
学
校
と
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
例
集

チ
ャ
レ
ン
ジ
総
合
的
学
習
1　

中
学
校
「
国
際
理
解
」
フ
ァ
ッ
ク
ス
教
材
集

「
い
の
ち
」
を
考
え
る
授
業
プ
ラ
ン
48

人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る
授
業
実
践
プ
ラ
ン
50

み
ん
な
と
の
人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る
教
材
55

い
っ
し
ょ
に
学
ぼ
う
　
Le
ar
ni
ng
 T
og
et
he
r

T
O
O
L8
　
8つ

の
参
加
型
＜
基
本
ツ
ー
ル
＞
を
使
い
こ
な
す

S
T
E
P
5　

参
加
型
で
す
す
め
る
5つ

の
ス
テ
ッ
プ

参
加
型
で
伝
え
る
12
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方

対
立
は
悪
く
な
い
　
～
学
校
・
地
域
の
問
題
解
決
に
活
か
す
～

Le
t's
 C
oo
pe
ra
te
　
穏
や
か
に
も
め
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
の
学
び
か
た
・
教
え
か
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
楽
し
く
学
び
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

み
ん
な
で
つ
な
ご
う
！
　
教
室
と
世
界
　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
国
際
理
解
）
」
に
役
立
つ
学
習
プ
ラ
ン

国
際
理
解
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
と
一
緒
に
学
ぼ
う
！

参
加
型
学
習
で
世
界
を
感
じ
る
　
開
発
教
育
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

開
発
教
育
・
国
際
理
解
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
小
中
学
校
教
育
員
用
副
読
本

教
室
か
ら
地
球
へ
　
開
発
教
育
・
国
際
理
解
教
育
　
虎
の
巻

対
立
か
ら
学
ぼ
う
　
中
等
教
育
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
え
方

E
R
IC
　
レ
ッ
ス
ン
バ
ン
ク

レ
ッ
ス
ン
バ
ン
ク
　
『
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
追
加
・
発
展
教
材
集

レ
ッ
ス
ン
バ
ン
ク
　
『
人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
追
加
・
発
展
教
材
集

活
動
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
で
進
め
る
国
際
理
解
教
育
教
材
　
全
12
セ
ッ
ト
　
20
05
年
改
訂
版

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
ラ
ス
ル
ー
ム

身
近
な
こ
と
か
ら
世
界
と
私
を
考
え
る
授
業

市
民
学
習
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

国
際
交
流
・
国
際
協
力
に
基
づ
く
E
S
D
教
材
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

食
か
ら
み
え
る
「
現
代
」
の
授
業

開
発
教
育
協
会

文
芸
春
秋

明
石
書
店

汐
文
社

汐
文
社

汐
文
社

汐
文
社

汐
文
社

開
発
教
育
協
議
会

開
発
教
育
協
議
会

開
発
教
育
協
議
会

明
治
図
書

小
学
館

小
学
館

小
学
館

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

（
財
）
福
島
県
国
際
交
流
協
会

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

開
発
教
育
協
会

国
際
協
力
推
進
協
会

JI
C
A
中
部
国
際
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

地
球
の
友
と
歩
む
会
/L
IF
E

明
石
書
店

明
石
書
店

開
発
教
育
協
会

松
山
E
S
D
促
進
実
行
委
員
会

太
郎
次
郎
エ
デ
ィ
タ
ス

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

中
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

中
高
生
以
上

中
高
生
以
上



３９

国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録

74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 10
0

10
1

10
2

10
3

10
4

10
5

10
6

10
7

10
8

10
9

11
0

1-
0実

践
事
例
30

1-
0実

践
事
例
31

1-
0実

践
事
例
32

1-
0実

践
事
例
33

1-
0実

践
事
例
34

1-
0実

践
事
例
35

1-
0実

践
事
例
36

1-
0実

践
事
例
37

1-
0実

践
事
例
38

1-
0実

践
事
例
39

1-
0実

践
事
例
40

1-
0実

践
事
例
41

1-
0実

践
事
例
42

1-
0実

践
事
例
43

1-
0実

践
事
例
44

1-
0実

践
事
例
45

1-
0実

践
事
例
46

1-
0実

践
事
例
47

1-
1実

践
事
例
1

2-
0南

北
問
題
1

2-
0南

北
問
題
2

2-
0南

北
問
題
3

2-
0南

北
問
題
4

2-
0南

北
問
題
5

2-
0南

北
問
題
6

2-
0南

北
問
題
7①

②

2-
0南

北
問
題
8

2-
0南

北
問
題
9

2-
0南

北
問
題
10
①
②

2-
0南

北
問
題
11

2-
0南

北
問
題
12

2-
0南

北
問
題
13

2-
0南

北
問
題
14

2-
0南

北
問
題
15

2-
0南

北
問
題
16

2-
0南

北
問
題
17

2-
0南

北
問
題
18

は
じ
ま
り
を
た
ど
る
「
歴
史
」
の
授
業

若
者
の
た
め
の
E
S
D
　
「
私
」
か
ら
広
が
る
世
界

身
近
な
こ
と
か
ら
世
界
と
私
を
考
え
る
授
業
Ⅱ
　
オ
キ
ナ
ワ
・
多
み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
・
核
と
温
暖
化

世
界
と
私
と
未
来
を
つ
な
ぐ
授
業
づ
く
り
ガ
イ
ド
　
開
発
教
育
・
E
S
D
を
教
室
へ

開
発
教
育
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
参
加
型
学
習
で
世
界
を
感
じ
る
[改

訂
版
]

社
会
参
画
の
授
業
づ
く
り
-持

続
可
能
な
社
会
に
向
け
て

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
入
門

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
学
ぶ
社
会
学
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
共
に
生
き
る
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
教
材
と
活
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

E
S
D
・
開
発
教
育
　
実
践
者
の
た
め
の
　
ふ
り
か
え
り
・
自
己
評
価
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

マ
ン
ガ
ジ
ア
～
ア
ジ
ア
の
マ
ン
ガ
か
ら
世
界
を
見
よ
う
～

先
生
と
N
G
O
が
手
を
つ
な
い
だ
！
地
域
で
つ
く
る
国
際
理
解
教
育

世
界
の
国
を
知
る
　
世
界
の
国
か
ら
学
ぶ
　
わ
た
し
た
ち
の
地
球
と
未
来
　
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

世
界
は
と
も
だ
ち
２

た
っ
た
一
つ
を
変
え
る
だ
け
: ク

ラ
ス
も
教
師
も
自
立
す
る
「
質
問
づ
く
り
」

生
徒
の
生
き
方
が
変
わ
る
　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
実
践

「
主
体
的
学
び
」
に
つ
な
げ
る
評
価
と
学
習
方
法
―
カ
ナ
ダ
で
実
践
さ
れ
る
IC
Eモ

デ
ル
 (主

体
的
学
び
シ
リ
ー
ズ
―
主
体
的
学
び
研
究
所
)

教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
！
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
び
を
め
ざ
す
参
加
型
授
業

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
イ
事
典
 -
20

02
年
度
版
-

フ
ー
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
　
食
べ
も
の
を
通
じ
て
世
界
を
見
つ
め
よ
う

テ
ー
マ
ワ
ー
ク
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
活
動
の
中
で
育
て
る

食
べ
も
の
か
ら
世
界
が
見
え
る

マ
ジ
カ
ル
バ
ナ
ナ

改
訂
版
　
N
E
W
マ
ジ
カ
ル
バ
ナ
ナ

「
援
助
」
す
る
前
に
考
え
よ
う
　
参
加
型
開
発
と
P
LA

が
わ
か
る
本

い
い
貿
易
っ
て
何
だ
ろ
う
　
い
っ
ぱ
い
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
考
え
る
世
界
の
貿
易
　
開
発
教
育
教
材
シ
リ
ー
ズ
②

た
ず
ね
て
み
よ
う
！
　
カ
レ
ー
の
世
界
　
開
発
教
育
教
材
シ
リ
ー
ズ
③

改
訂
版
　
た
ず
ね
て
み
よ
う
！
　
カ
レ
ー
の
世
界
　
開
発
教
育
教
材
シ
リ
ー
ズ
③

新
・
貿
易
ゲ
ー
ム
　
開
発
教
育
教
材
シ
リ
ー
ズ
④

新
・
貿
易
ゲ
ー
ム
［
改
訂
版
］

貧
困
と
開
発
　
豊
か
さ
へ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
向
こ
う
側

小
学
校
　
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
地
球
学
習
の
手
引
き

中
学
校
　
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
地
球
学
習
の
手
引
き

地
球
に
学
ぶ
新
し
い
地
理
授
業

私
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
？
　
貧
し
い
人
々
の
声

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
　
16
万
キ
ロ
の
旅

太
郎
次
郎
エ
デ
ィ
タ
ス

E
S
D
R
C

明
石
書
店

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

古
今
書
院

明
治
図
書
出
版

三
省
堂

メ
デ
ィ
ア
総
合
研
究
所

開
発
教
育
協
会

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
・
国
際
交
流
基
金

福
島
県
国
際
交
流
協
会

愛
知
県
国
際
交
流
協
会

岩
手
県
国
際
交
流
協
会

新
評
論

メ
デ
ィ
ア
総
合
研
究
所

東
信
堂

弘
文
堂

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

地
球
市
民
ア
カ
デ
ミ
ア

地
球
の
木

地
球
の
木

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
議
会

開
発
教
育
協
議
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

教
育
出
版

教
育
出
版

古
今
書
院

世
界
銀
行

太
郎
次
郎
社

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

C
D

ブ
ッ
ク
レ
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ク
ブ
ッ
ク
　
故
郷
を
は
な
れ
て

増
補
改
訂
版
　
T
al
k 
fo
r 
P
ea

ce
 も

っ
と
話
そ
う
！
　
平
和
を
築
く
た
め
に
で
き
る
こ
と

ア
ジ
ア
の
こ
こ
ろ
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
の
お
ね
が
い
　
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
　
続
・
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
　
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
へ
　
続
々
・
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
　
心
を
こ
め
て
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

難
民
と
地
雷
　
全
3巻

平
和
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ブ
ッ
ク

ポ
ー
ポ
キ
、
平
和
っ
て
、
な
に
色
？

イ
マ
ジ
ン
9　

想
像
し
て
ご
ら
ん
、
戦
争
の
な
い
世
界
を

ほ
ん
の
す
こ
し
の
勇
気
か
ら
　
難
民
の
オ
レ
ア
ち
ゃ
ん
が
お
し
え
て
く
れ
た
こ
と

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
な
ん
て
も
う
い
ら
な
い
。
世
界
か
ら
兵
器
を
な
く
す
み
ん
な
の
願
い

岩
波
D
V
D
ブ
ッ
ク
　
P
ea
ce
 A
rc
hi
ve
s　

東
京
・
ゲ
ル
ニ
カ
・
重
慶
　
空
襲
か
ら
平
和
を
考
え
る

創
造
的
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）
に
対
立
解
決
―
教
え
方
ガ
イ
ド
―

子
ど
も
と
で
き
る
創
造
的
な
対
立
解
決
―
実
践
ガ
イ
ド
―

井
上
ひ
さ
し
の
子
ど
も
に
つ
た
え
る
日
本
国
憲
法

『
そ
れ
で
も
、
日
本
人
は
「
戦
争
」
を
選
ん
だ
』

ピ
ー
ス
フ
ル
な
子
ど
も
た
ち
　
戦
争
・
暴
力
・
い
じ
め
を
越
え
て

大
量
破
壊
兵
器
、
カ
ラ
シ
ニ
コ
フ
を
世
界
か
ら
な
く
す
方
法

ぼ
く
ら
の
ア
フ
リ
カ
に
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？

さ
よ
な
ら
紛
争
（
14
歳
の
世
渡
り
術
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
ほ
ん
と
う
に
美
し
い
の
か
？

ビ
デ
オ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
む
す
ぶ
ア
ジ
ア
と
日
本
―
わ
た
し
が
や
っ
て
き
た
戦
争
の
つ
た
え
方
 (教

科
書
に
書
か
れ
な
か
っ
た
戦
争
)

戦
争
の
傷
後
　
Le
ga
ci
es
 o
f W

ar

難
民
女
性

難
民
に
な
る
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？

難
民
も
み
ん
な
も
同
じ
地
球
人

世
界
の
難
民
は
ど
こ
に
　
20

04
年
G
LO

B
A
L 
V
IE
W

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
変
え
て
み
よ
う

も
う
ひ
と
つ
の
日
本
地
図

1秒
の
世
界

地
球
が
も
し
10
0c
m
の
球
だ
っ
た
ら

地
球
で
は
1秒

間
に
サ
ッ
カ
ー
場
1面

分
の
緑
が
消
え
て
い
る

あ
な
た
が
世
界
を
変
え
る
日

ポ
プ
ラ
社

岩
波
書
店

難
民
事
業
本
部

開
発
教
育
協
会

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

草
土
文
化

Y
M
C
A

エ
ピ
ッ
ク

合
同
出
版

求
龍
堂

合
同
出
版

岩
波
書
店

開
発
教
育
協
会
・
立
教
大
学

開
発
教
育
協
会

講
談
社

朝
日
出
版
社

せ
せ
ら
ぎ
出
版

合
同
出
版

合
同
出
版

河
出
書
房
新
社

合
同
出
版

梨
の
木
舎

国
連
広
報
セ
ン
タ
ー

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

野
草
社

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

世
界
文
化
社

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

学
陽
書
房

書
籍

書
籍
・
D
V
D

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍
・
D
V
D

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

中
学
生
以
上

小
中
学
年
以
上
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2
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3
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4
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8
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9
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0
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1
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2

23
3
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23
5

23
6

23
7

23
8

23
9

24
0

24
1

24
2

24
3

24
4

24
5

24
6

24
7

24
8

24
9

25
0

25
1

25
2

25
3

25
4

25
5

25
6

25
7

25
8

4-
0環

境
6

4-
0環

境
7

4-
0環

境
8

4-
0環

境
9

4-
0環

境
10

4-
0環

境
11

4-
0環

境
12

4-
0環

境
13

4-
0環

境
14

4-
0環

境
15

4-
0環

境
16

4-
0環

境
17

4-
0環

境
18

4-
0環

境
19

4-
0環

境
20

4-
0環

境
21

4-
0環

境
22

4-
0環

境
23

4-
0環

境
24

4-
0環

境
25
①
②

4-
0環

境
26

4-
0環

境
27

4-
0環

境
28

4-
0環

境
29

4-
0環

境
30

4-
1環

境
1

4-
1環

境
2

4-
1環

境
3

4-
1環

境
4

4-
1環

境
5

4-
1環

境
6

4-
1環

境
7

5-
0人

権
1

5-
0人

権
2

5-
0人

権
3

5-
0人

権
4

5-
0人

権
5

地
球
買
い
モ
ノ
白
書

21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
が
地
球
を
救
う

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
入
門

私
に
で
き
る
こ
と
は
、
な
ん
だ
ろ
う

に
む
の
木
の
あ
る
村
（
ベ
ン
ガ
ル
語
訳
付
）

森
に
お
か
え
り
（
英
訳
付
）

森
が
海
を
つ
く
る
（
英
訳
付
）

空
気
は
だ
れ
も
の
も
の
？
（
英
訳
付
）

ジ
ェ
イ
ク
の
海
の
な
か
ま
た
ち
（
英
訳
付
）

ホ
タ
ル
の
く
る
町
（
英
訳
付
）

エ
レ
ナ
と
ダ
フ
ニ
（
英
訳
付
）

森
の
暮
ら
し
の
記
憶
（
英
訳
付
）

「
私
た
ち
の
ピ
ン
川
」
　
北
タ
イ
環
境
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

食
べ
も
の
か
ら
考
え
る
環
境
教
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
F
O
O
D

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

環
境
教
育
推
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

地
球
の
み
か
た
　
地
球
に
つ
い
て
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
生
徒
用
）

地
球
の
み
か
た
　
地
球
に
つ
い
て
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

未
来
を
学
ぼ
う
　
わ
た
し
と
地
球
を
結
ぶ
価
値
観
と
ビ
ジ
ョ
ン

パ
ー
ム
油
の
は
な
し
　
「
地
球
に
や
さ
し
い
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

み
み
ず
の
カ
ー
ロ
　
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
先
生
の
自
然
の
学
校

図
解
　
地
球
の
真
実
（
別
冊
宝
島
　
１
３
９
７
）

も
っ
と
話
そ
う
！
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
発
の
こ
と
　
参
加
型
で
学
び
合
う
た
め
の
１
６
の
方
法

パ
ー
ム
油
の
話
　
「
地
球
に
や
さ
し
い
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
改
訂
版

水
か
ら
広
が
る
学
び
　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
20

森
は
ど
こ
へ
行
く
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
生
林
が
日
本
の
紙
に
な
る
ま
で

緑
の
砂
漠
　
植
林
が
環
境
を
破
壊
す
る

切
り
売
り
さ
れ
る
タ
イ
　
プ
ー
ケ
ッ
ト
島
の
観
光
開
発

い
つ
か
こ
の
木
に
見
守
ら
れ
て
　
タ
イ
植
林
体
験
記

緑
の
革
命
「
あ
い
の
り
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水

世
界
を
め
ぐ
る
電
子
ゴ
ミ

識
字
B
O
X

人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
参
加
型
「
気
づ
き
か
ら
築
き
へ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
！
　
人
権
　
人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
発
展
編

い
っ
し
ょ
に
す
す
め
よ
う
！
　
人
権
　
人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
実
践
編

人
権
教
育
の
た
め
の
コ
ン
パ
ス
［
羅
針
盤
］

コ
モ
ン
ズ

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

つ
げ
書
房
新
社

as
co
m

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

開
発
教
育
協
会

エ
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

エ
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

開
発
教
育
協
会

合
同
出
版

宝
島
社

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

オ
イ
ス
カ

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
（
PA

R
C
)

国
際
識
字
年
推
進
和
泉
連
絡
会

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

明
石
書
店

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

D
V
D

D
V
D

ワー
クキ

ット
・カ

ルタ
・ビ

デオ

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

　 　 中
高
生
以
上

中
高
生
以
上

小
中
学
生
以
上

小
学
校
高
学
年
以
上

小
学
校
高
学
年
以
上

小
学
生
以
上
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5-
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6

5-
0人

権
7

5-
0人

権
8

5-
0人

権
9

5-
0人

権
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5-
0人

権
11

5-
0人

権
12

5-
0人

権
13

5-
0人

権
14

5-
0人

権
15

5-
0人

権
16

5-
0人

権
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5-
0人

権
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5-
0人

権
19
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権
1
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権
2

5-
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権
3

5-
1人

権
4

5-
1人

権
5

5-
1人

権
6

5-
1人

権
7

5-
1人

権
8

6-
0英

語
教
育
1

6-
0英

語
教
育
2

6-
0英

語
教
育
3

6-
0英

語
教
育
4

6-
0英

語
教
育
5

6-
0英

語
教
育
6

6-
0英

語
教
育
7

6-
0英

語
教
育
8

6-
0英

語
教
育
9

6-
0英

語
教
育
10

6-
0英

語
教
育
11

6-
0英

語
教
育
12

6-
0英

語
教
育
13

6-
0英

語
教
育
14

6-
0英

語
教
育
15

同
和
問
題
・
人
権
問
題
学
習
教
材
（
パ
ー
ト
4）

　
こ
う
も
り
く
ん

国
際
理
解
教
育
と
人
権

ブ
エ
ノ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
　
～
外
国
人
が
生
き
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
」
～

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
死
刑
と
人
権
　
一
問
1答

非
核
と
先
住
民
族
の
独
立
を
め
ざ
し
て

デ
カ
セ
ー
ギ
　
逆
流
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人

米
軍
に
土
地
を
奪
わ
れ
た
沖
縄
人

え
え
ぞ
、
カ
ル
ロ
ス
　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
か
ら
世
界
が
見
え
る
人
権
を
基
盤
に
し
た
E
S
D
教
材

『
人
権
で
世
界
を
変
え
る
30

の
方
法
』
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
編
）

あ
な
た
と
わ
た
し
の
幸
せ
を
築
く
世
界
人
権
宣
言
　
世
界
人
権
宣
言

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
た
た
か
う
！

人
権
教
育
指
導
資
料
集
　
人
権
教
育
を
進
め
る
た
め
に

地
球
市
民
の
人
権
教
育
ー
15

歳
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン
プ
ラ
ン

国
際
人
権
を
知
っ
て
い
ま
す
か
　
　
～
国
連
と
市
民
の
と
り
く
み
～

自
立
を
め
ざ
し
て
　
～
ア
ジ
ア
の
女
性
と
こ
ど
も
た
ち
～

日
本
の
国
際
化
と
人
権
　
～
違
い
を
認
め
あ
う
地
域
社
会
を
～

女
た
ち
が
語
る
イ
ン
ド

も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
　
イ
ン
ド
の
人
口
政
策
と
女
性
た
ち

映
画
ジ
ャ
ビ
ル
カ
日
本
語
版
　
私
た
ち
の
電
気
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
大
地
を
壊
す

ミ
ナ
の
笑
顔
　
３
７
言
語
収
録
版
D
V
D

"D
V
D
 も

う
ひ
と
つ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
先
住
民
族
エ
コ
ツ
ア
ー
の
始
動
」
 N
G
O
/N
P
O
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
 "

JA
P
A
N
 A
LM

A
N
A
C
 2
00
5　

英
和
対
訳
デ
ー
タ
年
鑑

公
立
小
学
校
で
や
っ
て
み
よ
う
！
　
英
語

総
合
英
語
：
地
球
市
民
と
し
て
生
き
る

英
語
で
国
際
理
解
教
育
（
C
D
付
）
小
学
1・

2年
版

英
語
で
国
際
理
解
教
育
（
C
D
付
）
小
学
3・

4年
版

英
語
で
国
際
理
解
教
育
（
C
D
付
）
小
学
5・

6年
版

小
学
校
英
語
の
授
業
プ
ラ
ン
　
つ
く
っ
て
調
べ
る
地
球
環
境
（
C
D
付
）

小
学
生
の
英
会
話
活
動
　
～
ゲ
ー
ム
と
歌
あ
そ
び
～

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
人
間
に
つ
い
て

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
平
和
に
つ
い
て

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
環
境
に
つ
い
て

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
い
ろ
い
ろ
な
文
化

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
世
界
の
国
々

え
ほ
ん
で
楽
し
む
英
語
の
世
界

ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
で
は
こ
う
や
っ
て
英
語
を
教
え
て
い
る

滋
賀
県
解
放
県
民
セ
ン
タ
ー

開
放
出
版
社

ラ
テ
ィ
ー
ナ

解
放
出
版
社

現
代
人
文
社

草
思
社

新
読
書
社

大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

合
同
出
版

世
界
人
権
宣
言
大
阪
連
絡
会
議

岩
波
書
店

長
野
県
教
育
委
員
会

解
放
出
版
社

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

A
C
C
U

N
P
O
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校
「
遊
」

朝
日
新
聞
社

草
木
文
化

三
修
社

小
学
館

小
学
館

小
学
館

小
学
館

小
学
館

金
の
星
社

金
の
星
社

金
の
星
社

金
の
星
社

金
の
星
社

一
声
社

径
書
房

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

絵
本

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

D
V
D

D
V
D

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍
・
C
D

書
籍
・
C
D

書
籍
・
C
D

書
籍
・
C
D

書
籍

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

小
学
生
以
上

高
校
生
以
上

小
低
学
年
以
上
　

小
中
学
年
以
上

小
高
学
年
以
上

小
高
学
年
以
上

小
学
生
以
上
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4
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5
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7
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0
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1

32
2

32
3
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4
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5
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6
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7
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8
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9

33
0

33
1

33
2

6-
0英

語
教
育
16

6-
0英

語
教
育
17

6-
0英

語
教
育
18

6-
0英

語
教
育
19

6-
0英

語
教
育
20

6-
0英

語
教
育
21

6-
0英

語
教
育
22
①

6-
0英

語
教
育
22
②

6-
0英

語
教
育
23
①

6-
0英

語
教
育
23
②

7-
0多

文
化
1

7-
0多

文
化
2

7-
0多

文
化
3

7-
0多

文
化
4

7-
0多

文
化
5

7-
0多

文
化
6

7-
0多

文
化
7

7-
0多

文
化
8

7-
0多

文
化
9

7-
0多

文
化
10

7-
0多

文
化
11

7-
0多

文
化
12

7-
0多

文
化
13

7-
0多

文
化
14

7-
0多

文
化
15

7-
0多

文
化
16

7-
0多

文
化
17

7-
0多

文
化
18

7-
0多

文
化
19

7-
0多

文
化
20

7-
0多

文
化
21

7-
0多

文
化
22

7-
0多

文
化
23

7-
0多

文
化
24

7-
0多

文
化
25

7-
0多

文
化
26

7-
0多

文
化
27

C
A
N
 Y
O
U
 F
IN
D
 M
E
?

は
じ
め
て
の
英
語
の
歌
―
歌
で
お
ぼ
え
る
ら
く
ら
く
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
 

ヘ
ン
リ
ー
お
じ
さ
ん
の
英
語
で
レ
ッ
ス
ン
が
で
き
る
本
―
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
教
え
る
、
子
ど
も
英
語
教
室
フ
レ
ー
ズ
集

小
学
校
　
テ
ー
マ
で
学
ぶ
英
語
活
動
　
B
O
O
K
1

和
の
行
事
え
ほ
ん
 A
nn
ua
l E

ve
nt
s 
in
 J
ap
an
 S
pr
in
g 
&
 S
um

m
er

和
の
行
事
え
ほ
ん
 A
nn
ua
l E

ve
nt
s 
in
 J
ap
an
 A
ut
um

n 
&
 W

in
te
r

yo
ur
 w
or
ld
　
英
語
テ
キ
ス
ト

yo
ur
 w
or
ld
　
英
語
テ
キ
ス
ト
　
別
売
指
導
用
C
D

yo
ur
 w
or
ld
　
国
際
理
解
テ
キ
ス
ト

yo
ur
 w
or
ld
　
国
際
理
解
テ
キ
ス
ト
　
別
売
指
導
用
C
D

M
y 
na
m
e 
is
…
　
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
名
前

日
本
の
な
か
の
世
界

多
文
化
共
生
の
ジ
レ
ン
マ

多
文
化
共
生
の
学
校
づ
く
り

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

多
文
化
教
育
　
多
様
性
の
た
め
の
教
育
学

幼
児
の
た
め
の
多
文
化
理
解
教
育

多
文
化
教
育
を
拓
く

多
文
化
・
人
権
教
育
学
校
を
つ
く
る

雨
森
芳
洲
と
朝
鮮
通
信
使
か
る
た

歴
史
教
科
書
　
在
日
コ
リ
ア
ン
の
歴
史

滋
賀
の
な
か
の
朝
鮮

外
国
人
の
た
め
の
お
弁
当
（
3ヶ

国
語
：
日
・
中
・
英
語
）

多
文
化
共
生
保
育
Q
&
A

ア
フ
リ
カ
　
理
解
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
－
ア
フ
リ
カ
と
私
た
ち

く
ら
べ
て
み
よ
う
！
　
日
本
と
世
界
の
　
食
べ
物
と
文
化

パ
パ
ラ
ギ

世
界
の
あ
い
さ
つ

見
る
・
つ
く
る
・
知
る
　
お
し
ゃ
れ
な
ア
フ
リ
カ
1　

ア
フ
リ
カ
ン
ド
レ
ス

見
る
・
つ
く
る
・
知
る
　
お
し
ゃ
れ
な
ア
フ
リ
カ
2　

ア
フ
リ
カ
ン
キ
ッ
チ
ン

見
る
・
つ
く
る
・
知
る
　
お
し
ゃ
れ
な
ア
フ
リ
カ
3　

ア
フ
リ
カ
ン
リ
ビ
ン
グ

た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
傑
作
集
　
手
で
食
べ
る
？

た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
傑
作
集
　
い
っ
ぽ
ん
の
鉛
筆
の
む
こ
う
に

世
界
の
じ
ゃ
ん
け
ん

世
界
の
外
あ
そ
び

韓
国
・
朝
鮮
と
出
会
お
う

中
国
と
出
会
お
う

A
C
C
U

学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ア
ル
ク

三
友
社
出
版

E
ho
n 
H
ou
se

E
ho
n 
H
ou
se

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

角
川
書
店

新
幹
社

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

雨
森
芳
洲
庵

明
石
書
店

明
石
書
店

関
西
生
命
線

大
阪
保
育
子
育
て
人
権
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

ア
フ
リ
カ
日
本
協
議
会

講
談
社

立
風
書
房

福
音
館
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

福
音
館
書
店

福
音
館
書
店

今
人
舎

今
人
舎

国
土
社

国
土
社

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

C
D
-R
O
M

書
籍

C
D
-R
O
M

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

か
る
た

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

幼
児
以
上

幼
児
以
上

小
中
学
年
以
上

小
中
学
年
以
上

小
低
学
年
以
上

小
低
学
年
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上
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36
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36
1
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7

36
8

36
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文
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29

7-
0多

文
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30

7-
0多

文
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31

7-
0多

文
化
32

7-
0多

文
化
33

7-
0多

文
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34

7-
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文
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7-
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②

7-
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7-
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文
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文
化
58
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文
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59

7-
0多

文
化
60

7-
0多

文
化
61

7-
0多

文
化
62

7-
0多

文
化
63

7-
0多

文
化
64

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
出
会
お
う

ブ
ラ
ジ
ル
と
出
会
お
う

多
文
化
子
ど
も
の
歌
集
（
C
D
付
）

朝
鮮
を
ど
う
教
え
る
か

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
見
（
対
訳
本
・
ビ
デ
オ
2本

付
）

い
ろ
ん
な
国
・
い
ろ
ん
な
こ
と
ば
　
全
6巻

（
ビ
デ
オ
付
）

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
メ
モ
リ
ー
ゲ
ー
ム
（
2セ

ッ
ト
）

ひ
ょ
う
た
ん
島
問
題
　
～
多
文
化
共
生
を
め
ざ
し
て
～
（
C
D
付
）

ブ
ラ
ジ
ル
ボ
ッ
ク
ス

か
る
た
“
わ
た
し
ん
家
の
食
事
か
ら
”

多
文
化
共
生
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
子
ど
も
と
学
校
文
化

外
国
人
の
子
ど
も
と
日
本
の
教
育

ブ
エ
ノ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
、
ニ
ッ
ポ
ン
―
外
国
人
が
生
き
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
ニ
ッ
ポ
ン
」

多
文
化
保
育
論

乳
幼
児
と
そ
の
家
族
へ
の
早
期
支
援

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
材
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
問
題
」

多
文
化
共
生
社
会
と
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力

顔
の
見
え
な
い
定
住
化

「
多
文
化
パ
ワ
ー
」
社
会
ー
多
文
化
共
生
を
超
え
て

ま
ん
が
　
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
外
国
人
　
多
文
化
共
生
２０

の
物
語

世
界
あ
ち
こ
ち
ゆ
か
い
な
家
め
ぐ
り

ト
イ
レ
の
お
か
げ

絵
本
で
育
て
る
情
報
分
析
力

"多
文
化
共
生
社
会
の
保
育
者
－
 ぶ

つ
か
っ
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
"

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
新
・
国
際
人
へ
の
条
件
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①
＜
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＜
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＜
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＜
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＞
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＜
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81

7-
0多

文
化
82

7-
0多

文
化
83

7-
0多

文
化
84

7-
0多

文
化
85

7-
0多

文
化
86

7-
0多

文
化
87

7-
0多

文
化
88

7-
0多

文
化
89

7-
0多

文
化
90

7-
0多

文
化
91

7-
0多

文
化
92

7-
0多

文
化
93

7-
0多

文
化
94

7-
0多

文
化
95

7-
0多

文
化
96

7-
0多

文
化
97

7-
0多

文
化
98

7-
0多

文
化
99

7-
0多

文
化
10
0

7-
0多

文
化
10
1

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑫
＜
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑬
＜
ベ
ト
ナ
ム
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑭
＜
ス
ペ
イ
ン
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑮
＜
ペ
ル
ー
の
ご
は
ん
＞
　

T
he
 W

or
ld
 o
f S

tr
ee
t F

oo
d 
 E
as
y 
qu
ic
k 
m
ea
ls
 to
 c
oo
k 
at
 h
om

e

原
木
の
あ
る
森
　
コ
ー
ヒ
ー
の
は
じ
ま
り
の
物
語

非
識
字
体
験
ゲ
ー
ム
　
「
こ
こ
は
、
何
色
？
」
「
は
じ
め
て
の
お
見
舞
い
」

「
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
」
体
験
ゲ
ー
ム
　
何
が
起
こ
っ
た
？
（
震
災
編
）

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
1巻

　
生
き
る
知
恵

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
2巻

　
人
情

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
3巻

　
損
得
と
運

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
4巻

　
才
能
と
経
験

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
5巻

　
世
の
中

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
6巻

　
こ
と
わ
ざ
の
い
ろ
い
ろ

私
も
「
移
動
す
る
子
ど
も
」
だ
っ
た
　
異
な
る
言
語
の
間
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー

在
日
コ
リ
ア
ン
女
性
20
人
の
軌
跡

ぐ
ず
ぐ
ず
言
わ
せ
て
！
　
わ
た
し
ら
の
居
場
所
　
「
わ
た
し
の
こ
と
」
シ
リ
ー
ズ
　
vo
l.2

先
住
民
族
と
E
S
D

続
・
先
住
民
族
と
E
S
D

教
材
『
C
H
A
M
P
U
R
R
E
A
N
D
O
～
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
発
！
多
文
化
共
生
』

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
か
る
た
チ
ャ
ン
プ
レ
ア
ン
ド
　
日
本
語
+英

語
版

３
・
１
１
後
の
多
文
化
家
族

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
　
思
い
・
制
度
・
展
望

い
つ
だ
っ
て
、
そ
ば
に
い
る
よ
。

未
来
を
つ
く
る
教
育
E
S
D
－
持
続
可
能
な
多
文
化
社
会
を
め
ざ
し
て

異
文
化
間
教
育
―
文
化
間
移
動
と
子
ど
も
の
教
育

言
葉
図
鑑
　
な
ま
え
の
こ
と
ば
と
く
ら
し
の
こ
と
ば
１
　
に
ほ
ん
ご
・
え
い
ご
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
ご
・
ス
ペ
イ
ン
ご

言
葉
図
鑑
　
な
ま
え
の
こ
と
ば
と
く
ら
し
の
こ
と
ば
２
　
に
ほ
ん
ご
・
え
い
ご
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
ご
・
ス
ペ
イ
ン
ご

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
あ
ち
ゃ
ん
奮
闘
記
　
in
 ジ

ャ
パ
ン

異
文
化
理
解
入
門

外
国
人
か
ら
見
た
ニ
ッ
ポ
ン

P
la
yt
im
e

B
ic
yc
le
s

H
om

e

O
ur
 A
ni
m
al
s

A
t S

ch
oo
l

ぼ
く
、
い
い
も
の
　
い
っ
ぱ
い
～
日
本
語
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
～

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

ア
フ
リ
カ
理
解
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滋
賀
県
国
際
協
会

滋
賀
県
国
際
協
会

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

く
ろ
し
お
出
版

明
石
書
店

(財
)神

奈
川
県
国
際
交
流
協
会

立
教
大
学
E
S
D
研
究
セ
ン
タ
ー

立
教
大
学
E
S
D
研
究
セ
ン
タ
ー

N
P
O
法
人
沖
縄
N
G
O
セ
ン
タ
ー

N
P
O
法
人
沖
縄
N
G
O
セ
ン
タ
ー

明
石
書
店

（
財
）ア

ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー

N
T
T
出
版

明
石
書
店

明
石
書
店

偕
成
社

偕
成
社

文
化
社

平
凡
社

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

O
xf
am

O
xf
am

O
xf
am

O
xf
am

O
xf
am

子
ど
も
の
未
来
社

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

教
材
セ
ッ
ト

カ
ル
タ

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

英
語
絵
本

英
語
絵
本

英
語
絵
本

英
語
絵
本

英
語
絵
本

絵
本

小
学
4年

以
上

小
学
4年

以
上



４８

国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録

40
7

40
8

40
9

41
0

41
1

41
2

41
3

41
4

41
5

41
6

41
7

41
8

41
9

42
0

42
1

42
2

42
3

42
4

42
5

42
6

42
7

42
8

42
9

43
0

43
1

43
2

43
3

43
4

43
5

43
6

43
7

43
8

43
9

44
0

44
1

44
2

44
3

7-
0多

文
化
10
2

7-
0多

文
化
10
3

7-
0多

文
化
10
4

7-
0多

文
化
10
5

7-
0多

文
化
10
6

7-
0多

文
化
10
7

7-
0多

文
化
10
8

7-
1多

文
化
1

7-
1多

文
化
2

7-
1多

文
化
3

7-
1多

文
化
4

7-
1多

文
化
5

7-
1多

文
化
6

7-
1多

文
化
7

7-
1多

文
化
8

7-
1多

文
化
9

8-
0写

真
1

8-
0写

真
2

8-
0写

真
3

8-
0写

真
4

8-
0写

真
5

8-
0写

真
6

8-
0写

真
7

8-
0写

真
8

8-
0写

真
9

8-
0写

真
10

8-
0写

真
11

8-
0写

真
12

8-
0写

真
13

8-
0写

真
14

8-
0写

真
15

8-
0写

真
16

8-
0写

真
17

8-
0写

真
18

8-
0写

真
19

8-
0写

真
20

8-
0写

真
21

わ
た
し
が
外
人
だ
っ
た
こ
ろ

ビ
ビ
の
ア
フ
リ
カ
旅
行

ま
ん
が
で
学
ぶ
　
世
界
の
宗
教

絵
本
で
学
ぶ
イ
ス
ラ
ー
ム
の
暮
ら
し

ア
ラ
ブ
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は
　
灼
熱
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
魔
人
、
子
育
て
―
未
知
な
る
ア
ラ
ブ
の
生
活
事
情

ア
イ
　
ア
ム
　
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
　
こ
れ
が
ハ
ー
フ
芸
人
の
生
き
る
道

ハ
ー
フ
が
美
人
な
ん
て
妄
想
で
す
か
ら
！
！
　
困
っ
た
「
純
ジ
ャ
パ
」
と
の
闘
い
の
日
々

ア
ニ
ニ
ョ
ハ
シ
ム
ニ
カ
　
素
顔
の
韓
国
　
サ
ワ
デ
リ
カ
ー
　
ほ
ほ
笑
み
の
国
・
タ
イ

ス
ラ
マ
シ
ア
ン
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち

マ
ブ
ハ
イ
　
陽
気
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も
た
ち

と
な
り
に
生
き
る
外
国
人

国
際
理
解
　
は
じ
め
の
一
歩
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
編

C
ira
nd
a,
C
ira
nd
in
ha

孤
独
な
ツ
バ
メ
た
ち
～
デ
カ
セ
キ
の
子
供
に
生
ま
れ
て
～

ナ
ニ
ジ
ン
？
-ト

モ
ダ
チ
作
戦
-

こ
ん
ば
ん
は
　
墨
田
区
立
文
花
中
学
校
夜
間
学
級

百
年
の
愚
行

「
ゴ
ミ
と
宝
石
」
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
モ
ー
キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の
子
供
た
ち

イ
ラ
ク
に
生
き
る
　
I l
ov
e 
Ir
aq

IN
D
IA
　
F
ai
rs
&
F
es
tiv
al
s

W
ho
?　

報
道
さ
れ
な
い
ア
フ
ガ
ン
の
素
顔

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
エ
ク
ア
ド
ル

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
エ
チ
オ
ピ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ガ
ー
ナ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
コ
ス
タ
リ
カ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
コ
ロ
ン
ビ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ス
リ
ラ
ン
カ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
中
国

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ニ
カ
ラ
グ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ニ
ジ
ェ
ー
ル

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ネ
パ
ー
ル
（
ニ
ッ
キ
ー
）

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ネ
パ
ー
ル
（
プ
ラ
サ
ン
タ
）

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ハ
ン
ガ
リ
ー

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
パ
キ
ス
タ
ン

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
バ
ヌ
ア
ツ

福
音
館
書
店

ポ
プ
ラ
社

あ
さ
出
版

あ
す
な
ろ
書
房

国
書
刊
行
会

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス

中
央
公
論
新
社

ア
ジ
ア
女
性
交
流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
女
性
交
流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
女
性
交
流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
育
振
興
会

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

T
O
ブ
ッ
ク
ス

（
公
財
）
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会

「
こ
ん
ば
ん
は
」
全
国
上
映

紀
伊
国
屋
書
店

第
三
書
館

国
土
社

学
研

平
和
出
版

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

絵
本

書
籍

書
籍

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

C
D

C
D

D
V
D

D
V
D

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上



４９

国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録

44
4

44
5

44
6

44
7

44
8

44
9

45
0

45
1

45
2

45
3

45
4

45
5

45
6

45
7

45
8

45
9

46
0

46
1

46
2

46
3

46
4

46
5

46
6

46
7

46
8

46
9

47
0

47
1

47
2

47
3

47
4

47
5

47
6

47
7

47
8

47
9

48
0

8-
0写

真
22

8-
0写

真
23

8-
0写

真
24

8-
0写

真
25

8-
0写

真
26

8-
0写

真
27

8-
0写

真
28

8-
0写

真
29

8-
0写

真
30

8-
0写

真
31

8-
0写

真
32

8-
0写

真
33

8-
0写

真
34

8-
0写

真
35

8-
0写

真
36

8-
0写

真
37

8-
0写

真
38
①
②

8-
0写

真
39

8-
0写

真
40

8-
0写

真
41

8-
0写

真
42

8-
0写

真
43

8-
0写

真
44
①
②

8-
0写

真
45

9-
0メ

デ
ィ
ア
1

9-
0メ

デ
ィ
ア
2

9-
0メ

デ
ィ
ア
3

9-
0メ

デ
ィ
ア
4

9-
0メ

デ
ィ
ア
5

9-
0メ

デ
ィ
ア
6

9-
0メ

デ
ィ
ア
7

9-
0メ

デ
ィ
ア
8

10
-0
子
ど
も
1

10
-0
子
ど
も
2

10
-0
子
ど
も
3

10
-0
子
ど
も
4

10
-0
子
ど
も
5

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
パ
ラ
グ
ア
イ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ブ
ル
ガ
リ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ボ
ツ
ワ
ナ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ボ
リ
ビ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
モ
ル
デ
ィ
ブ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ラ
オ
ス

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ヨ
ル
ダ
ン

地
球
家
族

続
地
球
家
族

地
球
の
食
卓

祝
祭
　
世
界
の
祭
り
・
民
族
・
文
化

地
球
人
記

地
球
人
生
活
記

地
球
家
族
フ
ォ
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ォ
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ォ
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ォ
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ニ
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第
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ダ
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ら
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考
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考
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教
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考
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開
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教
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考
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開
発
教
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え
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セ
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を
考
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開
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レ
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以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上



５０

国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録

48
1

48
2

48
3

48
4

48
5

48
6

48
7

48
8

48
9

49
0

49
1

49
2

49
3

49
4

49
5

49
6

49
7

49
8

49
9

50
0

50
1

50
2

50
3

50
4

50
5

50
6

50
7

50
8

50
9

51
0

51
1

51
2

51
3

51
4

51
5

51
6

51
7

10
-0
子
ど
も
6

10
-0
子
ど
も
7

10
-0
子
ど
も
8

10
-0
子
ど
も
9

10
-0
子
ど
も
10

10
-0
子
ど
も
11

10
-0
子
ど
も
12

10
-0
子
ど
も
13

10
-0
子
ど
も
14

10
-0
子
ど
も
15

10
-0
子
ど
も
16

10
-0
子
ど
も
17

10
-0
子
ど
も
18

10
-0
子
ど
も
19

10
-0
子
ど
も
20

10
-0
子
ど
も
21

10
-0
子
ど
も
22

10
-0
子
ど
も
23

10
-0
子
ど
も
24

10
-0
子
ど
も
25

10
-0
子
ど
も
26

10
-0
子
ど
も
27

10
-0
子
ど
も
28

10
-0
子
ど
も
29

10
-0
子
ど
も
30

10
-0
子
ど
も
31

10
-0
子
ど
も
32

10
-0
子
ど
も
33

10
－
1子

ど
も
1

10
－
1子

ど
も
2

11
-0
地
図
1

11
-0
地
図
2
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図
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図
5
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図
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図
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ロ
サ
ー
リ
オ
の
死
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の
残
し
た
も
の
-

子
ど
も
地
球
白
書
20
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00

3

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
今
お
き
て
い
る
こ
と

多
発
す
る
少
女
買
春
　
子
ど
も
を
買
う
男
た
ち

子
ど
も
た
ち
の
ア
フ
リ
カ

「
ス
ト
リ
ー
ト
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レ
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・
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の
子
ど
も
た
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パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
ビ
デ
オ
2本

付
）

わ
た
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８
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き
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ッ
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ボ
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ユ
ニ
セ
フ
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
ト

お
い
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
真
実
～
働
く
子
ど
も
た
ち
と
わ
た
し
た
ち
と
の
つ
な
が
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世
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ワ
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世
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世
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の
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世
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世
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―
―
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な
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５
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世
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I a
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 c
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④
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世
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岩
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Ｃ
Ｅ
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　 Ａ
Ｃ
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版
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Ｃ
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Ｏ
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シ
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世
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　「フィリピン紹介グッズ『ハロハロ』とともに
　　　　　　　　　フィリピンを体験しよう！」
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　「堀川ユネスコクラブのキセキ
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